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Ⅰ アンケート調査の概要 
１ 調査の目的 
本調査は、「第４次佐世保市男女共同参画計画」の策定にあたり、市民や事業所の皆様から男女共

同参画に関する意見を伺い、今後の男女共同参画施策に反映させることを目的として実施しました。 
 
２ 調査概要 

項目 市民意識調査 事業所実態調査 

調査対象者 市内在住の 20歳～69 歳の方 
（無作為抽出） 

厚生労働省「女性の活躍推進企業」デ
ータベースに登録している市内事業所
及び国税庁法人番号登録サイトより市

内事業所を無作為抽出 
調査期間 令和４年４月 27 日（水）～５月 13日（金） 

調査方法 郵送配布・郵送回収による本人記入方式 又は調査票に記載した QRコードから web
回答 

配布数 3,000 件 500 件 
有効回収数 1,258 件 92 件 
有効回収率 41.9％ 18.4％ 

 
３ 報告書の見方 
◇回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２
位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）
であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、
グラフ、表においても反映しています。 

◇複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごと
の有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える
場合があります。 

◇図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が
困難なものです。 

◇図表中の「ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に
該当する人）を表しています。 

◇本文中の設問の選択肢は簡略化している場合があります。 
◇表形式のクロス集計では「その他」「不明・無回答」を除き、回答の高いもの第１位と第２位、
第３位に網掛けをしています。 

◇集計対象者総数（ｎ）が少ない（10件未満）クロス集計については、分析文の記載を省略してい
ます。  
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42.3 55.7 0.7 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

男性 女性 わからない、答えたくない 不明・無回答

9.5 14.3 20.5 24.9 29.3 1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 不明・無回答

66.0 11.5 21.5 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

結婚している（パートナーと暮らしている人も含む）

離別・死別

未婚

不明・無回答

Ⅱ 市民意識調査結果 
１ あなたご自身について 
問１ あなたご自身について、お答えください。 
① あなたの性別をお選びください。（１つに〇） 
性別についてみると、「女性」が 55.7％と最も高く、次いで「男性」が 42.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
② あなたの年代をお選びください。（１つに〇） 
年代についてみると、「60 歳代」が 29.3％と最も高く、次いで「50 歳代」が 24.9％となってい

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ あなたは結婚（事実婚を含む）していますか。（１つに〇） 
婚姻歴についてみると、「結婚している（パートナーと暮らしている人も含む）」が 66.0％と最も

高く、次いで「未婚」が 21.5％となっています。 
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12.6 24.4 7.6 51.6 2.5 1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

ひとり暮らし 夫婦のみ 三世代世帯（親と子と孫）

二世代世帯（親と子） その他 不明・無回答

30.1 68.8 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

はい いいえ 不明・無回答

36.9 23.7 31.1 7.7 

0.3 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=379）

未就学児

小学生

中学生・高校生・大学生（短大生、専修学校生等も含む）

社会人

その他

不明・無回答

④ あなたの家族構成をお選びください。（１つに〇） 
家族構成についてみると、「二世代世帯（親と子）」が 51.6％と最も高く、次いで「夫婦のみ」が

24.4％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ あなたには 20 歳未満のお子さんがいらっしゃいますか。（１つに〇） 
20 歳未満のお子さんの有無についてみると、「いいえ」が 68.8％と、「はい」の 30.1％を上回っ

ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤で「はい」と回答した方におたずねします。 
⑥ 一番下のお子さんは次のどれにあてはまりますか。（１つに〇） 
一番下のお子さんについてみると、「未就学児」が 36.9％と最も高く、次いで「中学生・高校生・
大学生（短大生、専修学校生等も含む）」が 31.1％となっています。 
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4.5 

2.3 

14.5 

29.9 

3.7 

19.3 

0.7 

9.2 

9.9 

4.2 

1.7 

9.0 

0.8 

25.9 

33.5 

2.4 

7.3 

1.1 

0.2 

10.9 

7.5 

1.3 

1.3 

3.6 

5.8 

27.7 

4.7 

28.7 

0.4 

16.1 

9.1 

1.6 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40%

自営業主

家族従業員

会社・団体役員

正規（フルタイム）

非正規（フルタイム）

パート・アルバイト等

学生

家事専業

無職

その他

不明・無回答

全体（n=1,258）

男性（n=532）

女性（n=701）

⑦ あなたの現在のお仕事の状況についてお選びください。（１つに〇） 
現在の仕事の状況についてみると、「正規（フルタイム）」が 29.9％と最も高く、次いで「パート・

アルバイト等」が 19.3％となっています。 
男女別にみると、男性は「正規（フルタイム）」、女性は「パート・アルバイト等」が最も高くな

っています。 
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15.1 

9.8 

11.8 

2.7 

29.3 

27.2 

12.1 

8.8 

50.2 

29.4 

31.2 

14.3 

40.3 

45.0 

29.0 

31.2 

10.5 

30.9 

25.4 

40.4 

8.0 

7.9 

25.0 

26.1 

3.5 

5.1 

5.5 

2.2 

1.5 

1.2 

3.3 

3.2 

1.5 

2.5 

2.3 

0.8 

1.0 

0.8 

2.9 

1.3 

12.3 

15.9 

11.9 

11.4 

9.3 

9.5 

13.8 

15.2 

5.2 

4.3 

8.8 

24.8 

8.4 

6.1 

12.0 

12.5 

1.6 

2.1 

3.2 

3.4 

2.1 

2.3 

1.7 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)社会全体で（総合的に）

(２)家庭内で

(３)職場で

(４)学校教育の場で

(５)政治や行政の政策・

方針決定の場で

(６)社会通念や、

慣習・しきたりで

(７)法律や制度の上で

(８)地域社会活動の場で

全体（n=1,258）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

２ 家庭生活・地域生活等について 
問２ あなたは、次にあげるような分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。

あなたの考えに最も近いものをお選びください。（それぞれ１つに〇） 
男女の地位の平等感についてみると、【（１）社会全体で（総合的に）】【(５)政治や行政の政策・ 
方針決定の場で】【(６)社会通念や、慣習・しきたりで】では『男性優遇』（「男性が優遇されてい

る」と「どちらかといえば男性が優遇されている」の合計）が６割以上と高くなっています。一方、
『女性優遇』（「女性が優遇されている」と「どちらかといえば女性が優遇されている」の合計）は
すべての項目において１割以下となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



6 

15.1 

11.5 

18.3 

5.5 

14.5 

9.0 

8.0 

16.8 

6.6 

16.7 

16.2 

17.7 

25.1 

50.2 

46.6 

53.8 

40.0 

40.8 

42.0 

55.5 

47.8 

52.5 

46.1 

53.9 

53.1 

58.1 

10.5 

16.5 

6.0 

23.6 

14.5 

24.0 

13.1 

13.7 

13.1 

8.8 

7.8 

4.6 

2.0 

3.5 

5.1 

2.4 

7.3 

1.3 

6.0 

8.0 

3.1 

3.3 

2.0 

3.2 

3.4 

1.0 

1.5 

2.4 

0.7 

1.8 

3.9 

3.0 

4.4 

0.0 

0.0 

2.0 

0.0 

1.7 

0.0 

12.3 

12.0 

12.4 

12.7 

21.1 

15.0 

6.6 

8.7 

11.5 

17.6 

13.6 

14.3 

7.9 

5.2 

4.5 

5.7 

9.1 

3.9 

1.0 

4.4 

5.6 

13.1 

6.9 

5.2 

5.1 

3.4 

1.6 

1.3 

0.7 

0.0

0.0

0.0

0.0

4.3 

0.0

0.0

0.0

0.0

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

男性（n=532）

女性（n=701）

20歳代:男性（n=55）

30歳代:男性（n=76）

40歳代:男性（n=100）

50歳代:男性（n=137）

60歳代:男性（n=161）

20歳代:女性（n=61）

30歳代:女性（n=102）

40歳代:女性（n=154）

50歳代:女性（n=175）

60歳代:女性（n=203）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（１）社会全体で（総合的に） 
社会全体における男女の地位の平等感についてみると、全体では「どちらかといえば男性が優遇

されている」が 50.2％と最も高く、次いで「男性が優遇されている」が 15.1％となっています。
『男性優遇』は 65.3％、『女性優遇』は 5.0％となっています。 
男女別にみると、女性では『男性優遇』が 72.1％と、男性と比べて 14.0ポイント高くなってい

ます。 
性・年代別にみると、女性では年代が上がるにつれて『男性優遇』が高くなっており、特に 60 歳

代女性では 83.2％となっています。 
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15.1 

10.5 

11.3 

50.2 

59.4 

62.8 

10.5 

13.7 

21.2 

3.5 

3.4 

2.8 

1.5 

0.7 

0.3 

12.3 5.2 

9.3 

1.6 

1.6 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=1,258）

長崎県（n=1,028）

全国（n=2,645）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

20.8 53.3 17.7 4.8 

0.9 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23佐世保市（n=351）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇

平等 どちらかといえば女性の方が優遇

女性の方が優遇されている 不明・無回答

全国・長崎県と比較すると、『男性優遇』は全国、長崎県より低くなっています。また、「性別に
よって差がない」《全国・長崎県：「平等（である）」以下同》は全国、長崎県より低くなっています。 
前々回調査をみると、今回調査同様、『男性優遇』が高くなっています。 

 
【全国・長崎県比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※全国・長崎県調査は令和元年度調査。 

全国調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」「平等」「どち
らかといえば女性の方が優遇されている」「女性の方が非常に優遇されている」「わからない」。 

長崎県調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇」「どちらかと言えば男性の方が優遇」「平等である」「どちらかと言えば
女性の方が優遇」「女性の方が非常に優遇」「わからない」。 

全国・長崎県調査では選択肢「どちらともいえない」はなし。全国調査では「不明・無回答」はなし。 
 
【参考：前々回調査（H23）】 
 
 
 
 
 
 
※選択肢内容に違いがあるため、参考として記載しています。 
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9.8 

6.4 

12.7 

7.3 

5.3 

3.0 

6.6 

8.7 

4.9 

8.8 

11.0 

16.0 

14.8 

29.4 

24.1 

34.1 

10.9 

17.1 

31.0 

21.9 

29.8 

27.9 

29.4 

33.8 

35.4 

37.4 

30.9 

35.9 

27.5 

43.6 

39.5 

35.0 

36.5 

31.7 

42.6 

37.3 

29.9 

22.3 

21.2 

5.1 

7.5 

3.4 

9.1 

13.2 

7.0 

10.2 

2.5 

3.3 

4.9 

1.9 

4.0 

3.4 

2.5 

4.1 

1.4 

1.8 

2.6 

9.0 

6.6 

0.6 

1.6 

1.0 

2.6 

1.7 

0.5 

15.9 

15.6 

15.8 

20.0 

17.1 

15.0 

12.4 

15.5 

18.0 

13.7 

16.2 

17.1 

14.8 

4.3 

4.7 

3.7 

3.6 

3.9 

0.0 

5.8 

7.5 

1.6 

4.9 

3.9 

2.9 

4.4 

2.1 

1.7 

1.3 

3.6 

1.3 

0.0

0.0

3.7 

0.0

0.0

0.6 

0.6 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

男性（n=532）

女性（n=701）

20歳代:男性（n=55）

30歳代:男性（n=76）

40歳代:男性（n=100）

50歳代:男性（n=137）

60歳代:男性（n=161）

20歳代:女性（n=61）

30歳代:女性（n=102）

40歳代:女性（n=154）

50歳代:女性（n=175）

60歳代:女性（n=203）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（２）家庭内で 
家庭内における男女の地位の平等感についてみると、全体では「性別によって差がない」が 30.9％

と最も高く、次いで「どちらかといえば男性が優遇されている」が 29.4％となっています。『男性
優遇』は 39.2％、『女性優遇』は 7.6％となっています。 
男女別にみると、女性では『男性優遇』が 46.8％と、男性と比べて 16.3ポイント高くなってい

ます。 
性・年代別にみると、50歳代以下の男性、20 歳代女性では「性別によって差がない」、60歳代男

性、30 歳代以上の女性では『男性優遇』が高くなっています。特に 50 歳代以上の女性では『男性
優遇』が５割以上となっています。 
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9.8 

10.6 

9.3 

29.4 

47.7 

35.6 

30.9 

24.6 

45.5 

5.1 

6.6 

6.5 

2.5 

1.3 

0.7 

15.9 4.3 

6.3 

2.4 

2.1 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=1,258）

長崎県（n=1,028）

全国（n=2,645）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

14.0 35.0 39.0 6.8 

2.3 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23佐世保市（n=351）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇

平等 どちらかといえば女性の方が優遇

女性の方が優遇されている 不明・無回答

全国・長崎県と比較すると、『男性優遇』は全国、長崎県より低くなっていますが、「性別によっ
て差がない」は全国より低くなっています。 
前々回調査をみると、今回調査同様、『男性優遇』が高くなっています。 

 
【全国・長崎県比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※全国・長崎県調査は令和元年度調査。 

全国調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」「平等」「どち
らかといえば女性の方が優遇されている」「女性の方が非常に優遇されている」「わからない」。 

長崎県調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇」「どちらかと言えば男性の方が優遇」「平等である」「どちらかと言えば
女性の方が優遇」「女性の方が非常に優遇」「わからない」。 

全国・長崎県調査では選択肢「どちらともいえない」はなし。全国調査では「不明・無回答」はなし。 
 
【参考：前々回調査（H23）】 
 
 
 
 
 
 
※選択肢内容に違いがあるため、参考として記載しています。 
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11.8 

9.8 

13.6 

7.3 

17.1 

9.0 

6.6 

10.6 

8.2 

12.7 

13.0 

14.9 

14.8 

31.2 

30.5 

32.5 

18.2 

31.6 

29.0 

29.9 

36.0 

23.0 

27.5 

31.8 

30.9 

40.4 

25.4 

27.3 

24.1 

38.2 

25.0 

27.0 

29.2 

23.6 

39.3 

31.4 

24.0 

24.6 

15.3 

5.5 

7.5 

4.1 

10.9 

5.3 

11.0 

8.8 

4.3 

4.9 

3.9 

6.5 

3.4 

3.0 

2.3 

3.8 

1.1 

1.8 

3.9 

4.0 

7.3 

1.2 

1.6 

3.9 

0.6 

1.1 

0.0 

11.9 

12.6 

11.1 

10.9 

13.2 

17.0 

10.2 

11.2 

8.2 

7.8 

14.3 

14.3 

8.9 

8.8 

6.0 

10.8 

9.1 

3.9 

3.0 

5.1 

8.1 

13.1 

12.7 

8.4 

9.7 

11.8 

3.2 

2.6 

2.6 

3.6 

0.0

0.0

2.9 

5.0 

1.6 

0.0

1.3 

1.1 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

男性（n=532）

女性（n=701）

20歳代:男性（n=55）

30歳代:男性（n=76）

40歳代:男性（n=100）

50歳代:男性（n=137）

60歳代:男性（n=161）

20歳代:女性（n=61）

30歳代:女性（n=102）

40歳代:女性（n=154）

50歳代:女性（n=175）

60歳代:女性（n=203）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（３）職場で 
職場における男女の地位の平等感についてみると、全体では「どちらかといえば男性が優遇され

ている」が 31.2％と最も高く、次いで「性別によって差がない」が 25.4％となっています。『男性
優遇』は 43.0％、『女性優遇』は 7.8％となっています。 
男女別にみると、男性では『女性優遇』が 11.3％と、女性と比べて 6.1ポイント高くなっていま

す。 
性・年代別にみると、女性では年代が上がるにつれて『男性優遇』が高くなっており、特に 60 歳

代女性では 55.2％となっています。また、男女とも 20 歳代では「性別によって差がない」が３割
台後半と、他と比べて高くなっています。 
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11.8 

11.8 

13.6 

31.2 

46.5 

39.8 

25.4 

22.0 

30.7 

5.5 

4.5 

4.5 

2.3 

1.2 

0.5 

11.9 8.8 

9.6 

10.9 

3.2 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=1,258）

長崎県（n=1,028）

全国（n=2,645）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

17.4 42.7 26.2 6.0 

2.3 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23佐世保市（n=351）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇

平等 どちらかといえば女性の方が優遇

女性の方が優遇されている 不明・無回答

全国・長崎県と比較すると、『男性優遇』は全国、長崎県より低くなっていますが、「性別によっ
て差がない」は全国より低くなっています。 
前々回調査をみると、今回調査同様、『男性優遇』が高くなっています。 

 
【全国・長崎県比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※全国・長崎県調査は令和元年度調査。 

全国調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」「平等」「どち
らかといえば女性の方が優遇されている」「女性の方が非常に優遇されている」「わからない」。 

長崎県調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇」「どちらかと言えば男性の方が優遇」「平等である」「どちらかと言えば
女性の方が優遇」「女性の方が非常に優遇」「わからない」。 

全国・長崎県調査では選択肢「どちらともいえない」はなし。全国調査では「不明・無回答」はなし。 
 
【参考：前々回調査（H23）】 
 
 
 
 
 
 
※選択肢内容に違いがあるため、参考として記載しています。 
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2.7 

1.3 

3.7 

0.0 

1.3 

0.0 

2.2 

1.9 

0.0 

2.9 

4.5 

3.4 

4.9 

14.3 

13.3 

15.3 

7.3 

10.5 

13.0 

13.9 

16.8 

16.4 

8.8 

11.7 

16.0 

20.7 

40.4 

44.9 

37.8 

45.5 

40.8 

49.0 

46.0 

44.1 

41.0 

42.2 

36.4 

40.6 

33.0 

2.2 

2.8 

1.9 

10.9 

2.6 

2.0 

2.9 

0.6 

6.6 

1.0 

3.9 

1.1 

0.0 

0.8 

1.5 

0.3 

0.0 

2.6 

2.0 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.6 

0.0 

11.4 

11.1 

11.8 

14.5 

9.2 

16.0 

9.5 

8.7 

14.8 

14.7 

11.7 

13.7 

7.9 

24.8 

23.1 

25.8 

20.0 

32.9 

18.0 

21.2 

23.6 

18.0 

29.4 

29.2 

22.9 

26.1 

3.4 

1.9 

3.4 

1.8 

0.0

0.0

1.5 

4.3 

3.3 

1.0 

1.9 

1.7 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

男性（n=532）

女性（n=701）

20歳代:男性（n=55）

30歳代:男性（n=76）

40歳代:男性（n=100）

50歳代:男性（n=137）

60歳代:男性（n=161）

20歳代:女性（n=61）

30歳代:女性（n=102）

40歳代:女性（n=154）

50歳代:女性（n=175）

60歳代:女性（n=203）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（４）学校教育の場で 
学校教育の場における男女の地位の平等感についてみると、全体では「性別によって差がない」

が 40.4％と最も高く、次いで「わからない」が 24.8％となっています。『男性優遇』は 17.0％、『女
性優遇』は 3.0％となっています。 
男女別にみると、男性では「性別によって差がない」が 44.9％と、女性と比べて 7.1ポイント高

くなっています。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で「性別によって差がない」が最も高くなっていま

すが、60歳代女性では『男性優遇』が 25.6％と、他と比べて高くなっています。 
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2.7 

1.4 

3.3 

14.3 

11.7 

15.2 

40.4 

61.9 

61.2 

2.2 

1.8 

2.3 

0.8 

0.6 

0.3 

11.4 24.8 

17.3 

17.7 

3.4

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=1,258）

長崎県（n=1,028）

全国（n=2,645）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

3.4 21.9 63.2 2.8 

0.9 

7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23佐世保市（n=351）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇

平等 どちらかといえば女性の方が優遇

女性の方が優遇されている 不明・無回答

全国・長崎県と比較すると、「性別によって差がない」は全国、長崎県より低く、「わからない」
は高くなっています。 
前々回調査をみると、今回調査同様、「性別によって差がない」（平等）が高くなっています。 

 
【全国・長崎県比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※全国・長崎県調査は令和元年度調査。 

全国調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」「平等」「どち
らかといえば女性の方が優遇されている」「女性の方が非常に優遇されている」「わからない」。 

長崎県調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇」「どちらかと言えば男性の方が優遇」「平等である」「どちらかと言えば
女性の方が優遇」「女性の方が非常に優遇」「わからない」。 

全国・長崎県調査では選択肢「どちらともいえない」はなし。全国調査では「不明・無回答」はなし。 
 
【参考：前々回調査（H23）】 
 
 
 
 
 
 
※選択肢内容に違いがあるため、参考として記載しています。 
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29.3 

21.4 

35.7 

14.5 

25.0 

25.0 

18.2 

23.0 

24.6 

30.4 

39.6 

38.3 

36.9 

40.3 

38.7 

42.2 

29.1 

34.2 

40.0 

40.1 

42.9 

52.5 

35.3 

41.6 

41.7 

43.8 

8.0 

12.8 

4.6 

21.8 

7.9 

15.0 

11.7 

11.8 

4.9 

6.9 

3.9 

5.1 

3.4 

1.5 

2.6 

0.7 

7.3 

2.6 

1.0 

5.1 

0.0 

1.6 

2.0 

0.0 

1.1 

0.0 

1.0 

1.9 

0.3 

0.0 

2.6 

2.0 

2.9 

1.2 

0.0 

0.0 

0.6 

0.6 

0.0 

9.3 

13.0 

6.4 

9.1 

15.8 

14.0 

12.4 

11.8 

4.9 

8.8 

7.8 

5.1 

5.4 

8.4 

7.7 

8.8 

14.5 

11.8 

2.0 

8.0 

6.2 

11.5 

15.7 

5.2 

8.0 

7.4 

2.1 

1.9 

1.3 

3.6 

0.0

1.0 

1.5 

3.1 

0.0

1.0 

1.3 

0.0

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

男性（n=532）

女性（n=701）

20歳代:男性（n=55）

30歳代:男性（n=76）

40歳代:男性（n=100）

50歳代:男性（n=137）

60歳代:男性（n=161）

20歳代:女性（n=61）

30歳代:女性（n=102）

40歳代:女性（n=154）

50歳代:女性（n=175）

60歳代:女性（n=203）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（５）政治や行政の政策・方針決定の場で 
政治や行政の政策・方針決定の場における男女の地位の平等感についてみると、全体では「どち

らかといえば男性が優遇されている」が 40.3％と最も高く、次いで「男性が優遇されている」が
29.3％となっています。『男性優遇』は 69.6％、『女性優遇』は 2.5％となっています。 
男女別にみると、女性では『男性優遇』が 77.9％と、男性と比べて 17.8ポイント高くなってい

ます。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で『男性優遇』が高くなっており、特に 40 歳代以上

の女性では８割以上となっています。 
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29.3 

24.2 

35.0 

40.3 

44.5 

44.0 

8.0 

14.6 

14.4 

1.5 

1.3 

1.1 

1.0 

0.6 

0.1 

9.3 8.4 

11.5 

5.4 

2.1

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=1,258）

長崎県（n=1,028）

全国（n=2,645）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

27.9 44.7 20.5 2.0 

0.3 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23佐世保市（n=351）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇

平等 どちらかといえば女性の方が優遇

女性の方が優遇されている 不明・無回答

全国・長崎県と比較すると、『男性優遇』は全国より低く、長崎県より高くなっています。また、
「性別によって差がない」は全国、長崎県より低くなっています。 
前々回調査をみると、今回調査同様、『男性優遇』が高くなっています。 

 
【全国・長崎県比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※全国・長崎県調査は令和元年度調査。 

全国調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」「平等」「どち
らかといえば女性の方が優遇されている」「女性の方が非常に優遇されている」「わからない」。 

長崎県調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇」「どちらかと言えば男性の方が優遇」「平等である」「どちらかと言えば
女性の方が優遇」「女性の方が非常に優遇」「わからない」。 

全国・長崎県調査では選択肢「どちらともいえない」はなし。全国調査では「不明・無回答」はなし。 
 
【参考：前々回調査（H23）】 
 
 
 
 
 
 
※選択肢内容に違いがあるため、参考として記載しています。 
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27.2 

19.4 

33.7 

16.4 

17.1 

22.0 

14.6 

24.2 

27.9 

34.3 

38.3 

31.4 

33.5 

45.0 

47.4 

44.1 

40.0 

44.7 

41.0 

55.5 

49.1 

36.1 

39.2 

44.8 

45.7 

46.8 

7.9 

11.1 

5.6 

14.5 

10.5 

13.0 

9.5 

10.6 

13.1 

4.9 

4.5 

5.1 

4.9 

1.2 

1.9 

0.6 

1.8 

2.6 

3.0 

2.2 

0.6 

0.0 

2.0 

1.3 

0.0 

0.0 

0.8 

0.9 

0.7 

1.8 

1.3 

1.0 

1.5 

0.0 

3.3 

0.0 

0.6 

0.6 

0.5 

9.5 

11.3 

7.8 

12.7 

13.2 

14.0 

10.2 

8.1 

6.6 

11.8 

6.5 

10.9 

4.9 

6.1 

5.6 

6.4 

10.9 

9.2 

4.0 

3.6 

4.3 

13.1 

7.8 

3.2 

6.3 

5.9 

2.3 

2.4 

1.1 

1.8 

1.3 

2.0 

2.9 

3.1 

0.0

0.0

0.6 

0.0

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

男性（n=532）

女性（n=701）

20歳代:男性（n=55）

30歳代:男性（n=76）

40歳代:男性（n=100）

50歳代:男性（n=137）

60歳代:男性（n=161）

20歳代:女性（n=61）

30歳代:女性（n=102）

40歳代:女性（n=154）

50歳代:女性（n=175）

60歳代:女性（n=203）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（６）社会通念や、慣習・しきたりで 
社会通念や、慣習・しきたりにおける男女の地位の平等感についてみると、全体では「どちらか

といえば男性が優遇されている」が 45.0％と最も高く、次いで「男性が優遇されている」が 27.2％
となっています。『男性優遇』は 72.2％、『女性優遇』は 2.0％となっています。 
男女別にみると、女性では『男性優遇』が 77.8％と、男性と比べて 11.0ポイント高くなってい

ます。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で『男性優遇』が高くなっており、特に 40 歳代、60

歳代女性では８割以上となっています。 
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27.2 

21.0 

19.1 

45.0 

51.7 

51.0 

7.9 

11.4 

22.6 

1.2 

2.0 

2.1 

0.8 

0.8 

0.2 

9.5 6.1 

9.1 

5.0 

2.3

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=1,258）

長崎県（n=1,028）

全国（n=2,645）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

31.6 48.4 14.0 2.0 

0.6 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23佐世保市（n=351）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇

平等 どちらかといえば女性の方が優遇

女性の方が優遇されている 不明・無回答

全国・長崎県と比較すると、『男性優遇』は全国より高く、長崎県より低くなっていますが、ほぼ
同程度となっています。また、「性別によって差がない」は全国、長崎県より低くなっています。 
前々回調査をみると、今回調査同様、『男性優遇』が高くなっています。 

 
【全国・長崎県比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※全国・長崎県調査は令和元年度調査。 

全国調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」「平等」「どち
らかといえば女性の方が優遇されている」「女性の方が非常に優遇されている」「わからない」。 

長崎県調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇」「どちらかと言えば男性の方が優遇」「平等である」「どちらかと言えば
女性の方が優遇」「女性の方が非常に優遇」「わからない」。 

全国・長崎県調査では選択肢「どちらともいえない」はなし。全国調査では「不明・無回答」はなし。 
 
【参考：前々回調査（H23）】 
 
 
 
 
 
 
※選択肢内容に違いがあるため、参考として記載しています。 
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12.1 

6.0 

16.5 

5.5 

6.6 

5.0 

5.1 

7.5 

8.2 

18.6 

19.5 

17.1 

15.8 

29.0 

25.2 

32.7 

23.6 

25.0 

24.0 

24.1 

28.0 

32.8 

25.5 

33.8 

32.0 

35.5 

25.0 

33.1 

19.3 

25.5 

22.4 

37.0 

36.5 

35.4 

29.5 

17.6 

20.1 

18.3 

17.2 

3.3 

5.5 

1.7 

9.1 

10.5 

4.0 

7.3 

1.2 

3.3 

3.9 

1.9 

1.1 

0.5 

2.9 

5.1 

1.3 

5.5 

6.6 

7.0 

6.6 

1.9 

0.0 

2.0 

1.9 

1.7 

0.5 

13.8 

14.5 

13.4 

20.0 

17.1 

16.0 

10.9 

13.0 

9.8 

16.7 

10.4 

17.1 

12.3 

12.0 

9.8 

13.8 

9.1 

11.8 

7.0 

9.5 

10.6 

16.4 

15.7 

11.7 

12.0 

14.8 

1.7 

0.9 

1.3 

1.8 

0.0

0.0

0.0

2.5 

0.0

0.0

0.6 

0.6 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

男性（n=532）

女性（n=701）

20歳代:男性（n=55）

30歳代:男性（n=76）

40歳代:男性（n=100）

50歳代:男性（n=137）

60歳代:男性（n=161）

20歳代:女性（n=61）

30歳代:女性（n=102）

40歳代:女性（n=154）

50歳代:女性（n=175）

60歳代:女性（n=203）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（７）法律や制度の上で 
法律や制度の上における男女の地位の平等感についてみると、全体では「どちらかといえば男性

が優遇されている」が 29.0％と最も高く、次いで「性別によって差がない」が 25.0％となってい
ます。『男性優遇』は 41.1％、『女性優遇』は 6.2％となっています。 
男女別にみると、女性では『男性優遇』が 49.2％と、男性と比べて 18.0ポイント高くなってい

ます。 
性・年代別にみると、女性ではすべての年代で『男性優遇』が高くなっており、特に 40 歳代、60

歳代女性では５割以上となっています。また、40歳代以上の男性では「性別によって差がない」が
３割台半ばと、他と比べて高くなっています。 
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12.1 

10.7 

10.3 

29.0 

31.9 

36.6 

25.0 

33.0 

39.7 

3.3 

4.9 

4.0 

2.9 

0.7 

0.4 

13.8 12.0 

15.0 

9.0 

1.7 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=1,258）

長崎県（n=1,028）

全国（n=2,645）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

12.8 34.5 41.9 5.7 

1.4 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23佐世保市（n=351）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇

平等 どちらかといえば女性の方が優遇

女性の方が優遇されている 不明・無回答

全国・長崎県と比較すると、『男性優遇』は全国、長崎県より低くなっています。また、「性別に
よって差がない」は全国、長崎県より低くなっています。 
前々回調査と比較すると、前々回調査では「平等」が最も高くなっていますが、今回調査では「ど
ちらかといえば男性が優遇されている」が高くなっています。 
 
【全国・長崎県比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※全国・長崎県調査は令和元年度調査。 

全国調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」「平等」「どち
らかといえば女性の方が優遇されている」「女性の方が非常に優遇されている」「わからない」。 

長崎県調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇」「どちらかと言えば男性の方が優遇」「平等である」「どちらかと言えば
女性の方が優遇」「女性の方が非常に優遇」「わからない」。 

全国・長崎県調査では選択肢「どちらともいえない」はなし。全国調査では「不明・無回答」はなし。 
 
【参考：前々回調査（H23）】 
 
 
 
 
 
 
※選択肢内容に違いがあるため、参考として記載しています。 
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8.8 

5.6 

11.4 

3.6 

5.3 

7.0 

5.1 

6.2 

8.2 

11.8 

11.7 

12.0 

11.3 

31.2 

24.2 

36.9 

14.5 

17.1 

16.0 

28.5 

32.9 

21.3 

25.5 

41.6 

37.7 

42.9 

26.1 

35.5 

19.3 

34.5 

34.2 

41.0 

33.6 

34.8 

31.1 

25.5 

13.6 

19.4 

16.3 

3.2 

4.9 

1.9 

5.5 

5.3 

5.0 

8.0 

1.9 

0.0 

3.9 

1.3 

2.3 

1.5 

1.3 

2.4 

0.4 

3.6 

0.0 

3.0 

4.4 

1.2 

1.6 

0.0 

0.6 

0.0 

0.5 

15.2 

15.2 

15.1 

18.2 

22.4 

18.0 

10.9 

12.4 

13.1 

15.7 

17.5 

14.9 

14.3 

12.5 

10.9 

13.7 

18.2 

15.8 

10.0 

9.5 

7.5 

23.0 

17.6 

13.0 

13.1 

10.3 

1.8 

1.1 

1.3 

1.8 

0.0

0.0

0.0

3.1 

1.6 

0.0

0.6 

0.6 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

男性（n=532）

女性（n=701）

20歳代:男性（n=55）

30歳代:男性（n=76）

40歳代:男性（n=100）

50歳代:男性（n=137）

60歳代:男性（n=161）

20歳代:女性（n=61）

30歳代:女性（n=102）

40歳代:女性（n=154）

50歳代:女性（n=175）

60歳代:女性（n=203）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（８）地域社会活動の場で 
地域社会活動の場における男女の地位の平等感についてみると、全体では「どちらかといえば男

性が優遇されている」が 31.2％と最も高く、次いで「性別によって差がない」が 26.1％となって
います。『男性優遇』は 40.0％、『女性優遇』は 4.5％となっています。 
男女別にみると、女性では『男性優遇』が 48.3％と、男性と比べて 18.5ポイント高くなってい

ます。 
性・年代別にみると、40歳代以下の男性、20 歳代女性では「性別によって差がない」、60歳代男

性、30 歳代以上の女性では『男性優遇』が高くなっており、特に 40 歳代、60 歳代女性では５割以
上となっています。また、50 歳代男性では『男性優遇』「性別によって差がない」が 33.6％と、同
率となっています。 
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8.8 

5.4 

7.0 

31.2 

33.2 

27.7 

26.1 

35.6 

46.5 

3.2 

8.9 

8.7 

1.3 

1.3 

1.6 

15.2 12.5 

11.9 

8.6 

1.8

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=1,258）

長崎県（n=1,028）

全国（n=2,645）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

11.1 37.3 40.2 8.0 

0.6 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H23佐世保市（n=351）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇

平等 どちらかといえば女性の方が優遇

女性の方が優遇されている 不明・無回答

全国・長崎県と比較すると、『男性優遇』は全国、長崎県より高くなっています。また、「性別に
よって差がない」は全国、長崎県より低くなっています。 
前々回調査と比較すると、前々回調査では「平等」が最も高くなっていますが、今回調査では「ど
ちらかといえば男性が優遇されている」が高くなっています。 
 
【全国・長崎県比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※全国・長崎県調査は令和元年度調査。 

全国調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」「平等」「どち
らかといえば女性の方が優遇されている」「女性の方が非常に優遇されている」「わからない」。 

長崎県調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇」「どちらかと言えば男性の方が優遇」「平等である」「どちらかと言えば
女性の方が優遇」「女性の方が非常に優遇」「わからない」。 

全国・長崎県調査では選択肢「どちらともいえない」はなし。全国調査では「不明・無回答」はなし。 
 
【参考：前々回調査（H23）】 
 
 
 
 
 
 
※選択肢内容に違いがあるため、参考として記載しています。 
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1.9 

0.7 

4.6 

2.5 

2.9 

0.2 

0.4 

1.2 

6.6 

0.6 

2.2 

2.7 

4.5 

4.9 

3.9 

0.2 

1.7 

1.6 

9.2 

1.6 

17.7 

5.9 

12.2 

15.4 

12.4 

12.2 

18.9 

6.1 

17.1 

13.0 

20.2 

15.8 

20.6 

20.8 

17.5 

22.2 

21.1 

13.9 

17.0 

12.2 

56.7 

73.5 

56.6 

54.8 

62.0 

36.4 

30.1 

43.7 

33.5 

22.5 

0.5 

0.7 

0.7 

0.4 

0.2 

0.6 

0.7 

1.3 

1.4 

2.7 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.2 

24.9 

24.3 

28.8 

13.7 

44.5 

0.6 

0.6 

0.7 

1.0 

0.8 

3.3 

2.8 

3.4 

1.4 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)食料品などの買い物

(２)食事のしたく

(３)食後の片づけ

(４)掃除

(５)洗濯

(６)育児

(７)子どもの教育

(８)PTA（学校行事など）

への参加

(９)地域活動への参加

(10)高齢者等の世話・介護

全体（n=830）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

問３は、問１-③で「結婚している（パートナーと暮らしている人も含む）」と回答した方におたず
ねします。 
問３ あなたの家庭での家事の分担について、お選びください。（それぞれ１つに〇） 
家庭での家事の分担についてみると、【(10)高齢者等の世話・介護】では「わからない」、その他

の項目では「主として妻」が最も高くなっています。特に【（２）食事のしたく】では『妻』（「主と
して妻」と「どちらかといえば妻」の合計）が 89.3％と、他の項目と比べて高くなっています。ま
た、【(９)地域活動への参加】では『夫』（「主として夫」と「どちらかといえば夫」の合計）が 15.8％
と、他の項目と比べて高くなっています。 
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1.9 

3.2 

1.0 

0.0 

4.9 

2.8 

3.0 

3.4 

0.0 

5.0 

0.0 

0.0 

0.7 

2.2 

3.5 

1.3 

0.0 

9.8 

1.4 

3.0 

3.4 

5.3 

1.3 

1.9 

0.0 

1.4 

17.7 

22.2 

14.6 

37.5 

17.1 

20.8 

23.0 

23.5 

26.3 

15.0 

10.2 

10.1 

20.3 

20.2 

24.0 

17.2 

25.0 

24.4 

19.4 

21.0 

28.6 

26.3 

18.8 

15.7 

18.5 

15.5 

56.7 

45.9 

64.6 

37.5 

41.5 

55.6 

49.0 

39.5 

42.1 

60.0 

68.5 

71.4 

60.8 

0.5 

0.3 

0.6 

0.0 

2.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

0.0 

0.7 

0.1 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.6 

0.6 

0.0

0.0

0.0

1.0 

0.8 

0.0

0.0

1.9 

0.0

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=830）

男性（n=342）

女性（n=478）

20歳代:男性（n=8）

30歳代:男性（n=41）

40歳代:男性（n=72）

50歳代:男性（n=100）

60歳代:男性（n=119）

20歳代:女性（n=19）

30歳代:女性（n=80）

40歳代:女性（n=108）

50歳代:女性（n=119）

60歳代:女性（n=148）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（１）食料品などの買い物 
食料品などの買い物の分担についてみると、全体では「主として妻」が 56.7％と最も高く、次い

で「どちらかといえば妻」が 20.2％となっています。『夫』は 4.1％、『妻』は 76.9％となっていま
す。 
男女別にみると、女性では『妻』が 81.8％と、男性と比べて 11.9ポイント高くなっています。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で『妻』が高くなっており、特に 40 歳代、50 歳代

女性では８割以上となっています。また、30歳代男性では『夫』が 14.7％と、他と比べて高くなっ
ています。 
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1.9

1.4

1.3

2.2

1.2

1.7

17.7

12.6

12.6

20.2

12.8

12.2

56.7

69.6

67.2

0.5

0.9

2.5

0.1

0.1

0.0

0.6

1.4

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=830）

H28佐世保市（n=737）

H23佐世保市（n=238）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

食料品などの買い物の分担について、前回調査、前々回調査と比較すると、「夫と妻が両方同じ程
度」の割合が約５ポイント増加しています。 
 
【前回（H28）、前々回（H23）調査比較】 
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0.7 

1.5 

0.2 

0.0 

4.9 

0.0 

1.0 

1.7 

0.0 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 

4.1 

1.7 

0.0 

7.3 

2.8 

6.0 

2.5 

5.3 

2.5 

1.9 

0.8 

1.4 

5.9 

7.3 

5.0 

0.0 

14.6 

9.7 

9.0 

2.5 

10.5 

10.0 

3.7 

3.4 

4.1 

15.8 

22.5 

11.1 

37.5 

24.4 

19.4 

20.0 

25.2 

21.1 

11.3 

13.0 

6.7 

12.2 

73.5 

63.5 

80.3 

62.5 

46.3 

68.1 

64.0 

65.5 

63.2 

75.0 

78.7 

89.1 

79.1 

0.7 

0.6 

0.8 

0.0 

2.4 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

2.0 

0.1 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.3 

0.8 

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8 

0.0

0.0

1.9 

0.0

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=830）

男性（n=342）

女性（n=478）

20歳代:男性（n=8）

30歳代:男性（n=41）

40歳代:男性（n=72）

50歳代:男性（n=100）

60歳代:男性（n=119）

20歳代:女性（n=19）

30歳代:女性（n=80）

40歳代:女性（n=108）

50歳代:女性（n=119）

60歳代:女性（n=148）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（２）食事のしたく 
食事のしたくの分担についてみると、全体では「主として妻」が 73.5％と最も高く、次いで「ど
ちらかといえば妻」が 15.8％となっています。『夫』は 3.4％、『妻』は 89.3％となっています。 
男女別にみると、女性では『妻』が 91.4％と、男性と比べて 5.4ポイント高くなっています。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で『妻』が高くなっており、特に 60 歳代男性、40 歳

代以上の女性では９割以上となっています。また、30 歳代男性では『夫』が 12.2％と、他と比べて
高くなっています。 
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0.7

1.6

0.8

2.7

1.6

1.3

5.9

5.4

6.3

15.8

9.9

6.7

73.5

78.6

80.3

0.7

1.4

2.5

0.1

0.1

2.1

0.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=830）

H28佐世保市（n=737）

H23佐世保市（n=238）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

食事のしたくの分担について、前回調査、前々回調査と比較すると、どの調査においても『妻』
の割合が高くなっていますが、その中でも「どちらかといえば妻」の割合が調査ごとに増加傾向と
なっています。 
 
【前回（H28）、前々回（H23）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※H23 佐世保市では「不明・無回答」はなかったため、数値を記載していません。 
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（３）食後の片づけ 
食後の片づけの分担についてみると、全体では「主として妻」が 56.6％と最も高く、次いで「ど
ちらかといえば妻」が 20.6％となっています。『夫』は 9.1％、『妻』は 77.2％となっています。 
男女別にみると、女性では『妻』が 81.2％と、男性と比べて 9.8ポイント高くなっています。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で『妻』が高くなっており、特に 40 歳代以上の女性

では８割以上となっています。また、30 歳代男性では「夫と妻が両方同じ程度」が 29.3％と、他と
比べて高くなっています。 
 
 
 
  

4.6 

7.0 

2.9 

12.5 

14.6 

9.7 
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2.8 

1.7 
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14.0 

10.9 

25.0 
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12.5 

15.0 
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15.8 

22.5 

11.1 

6.7 

7.4 

20.6 

28.4 

14.9 

37.5 

34.1 

33.3 

25.0 

26.1 

26.3 

10.0 

19.4 

11.8 

15.5 

56.6 

43.0 

66.3 

0.0 

17.1 

41.7 

47.0 

51.3 

47.4 

51.2 

62.0 

78.2 

69.6 

0.7 

0.9 

0.6 

12.5 

0.0 

0.0 

1.0 

0.8 

0.0 

1.3 

0.9 

0.0 

0.7 

0.1 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.3 

1.0 

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8 

0.0

0.0

1.9 

0.0

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=830）

男性（n=342）

女性（n=478）

20歳代:男性（n=8）

30歳代:男性（n=41）

40歳代:男性（n=72）

50歳代:男性（n=100）

60歳代:男性（n=119）

20歳代:女性（n=19）

30歳代:女性（n=80）

40歳代:女性（n=108）

50歳代:女性（n=119）

60歳代:女性（n=148）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体
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4.6

1.5

2.5

4.5

2.4

2.5

12.2

11.0

10.1

20.6

13.8

13.4

56.6

69.1

67.2

0.7

0.8

1.3

0.1

0.1

2.9

0.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=830）

H28佐世保市（n=737）

H23佐世保市（n=238）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

食後の片づけの分担について、前回調査、前々回調査と比較すると、今回調査では『夫』の割合
が 9.1％となっており、前回、前々回より高くなっています。 
 
【前回（H28）、前々回（H23）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※H23 佐世保市では「不明・無回答」はなかったため、数値を記載していません。 
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10.9 

14.9 
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25.7 

16.9 

37.5 

26.8 

23.6 

26.0 

26.1 

21.1 

13.8 

20.4 

16.8 

16.2 

54.8 

45.0 

61.7 

12.5 

31.7 

48.6 

49.0 

45.4 

47.4 

58.8 

62.0 

68.9 

58.1 

0.4 

0.6 

0.2 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.1 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.6 

1.3 

0.0

0.0

1.4 

0.0

0.8 

0.0

0.0

1.9 

0.0

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=830）

男性（n=342）

女性（n=478）

20歳代:男性（n=8）

30歳代:男性（n=41）

40歳代:男性（n=72）

50歳代:男性（n=100）

60歳代:男性（n=119）

20歳代:女性（n=19）

30歳代:女性（n=80）

40歳代:女性（n=108）

50歳代:女性（n=119）

60歳代:女性（n=148）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（４）掃除 
掃除の分担についてみると、全体では「主として妻」が 54.8％と最も高く、次いで「どちらかと

いえば妻」が 20.8％となっています。『夫』は 7.4％、『妻』は 75.6％となっています。 
男女別にみると、女性では『妻』が 78.6％と、男性と比べて 7.9ポイント高くなっています。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で『妻』が高くなっており、特に 40 歳代、50 歳代

女性では８割以上となっています。また、30歳代男性では『夫』が 22.0％と、他と比べて高くなっ
ています。 
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2.5

0.7

0.8

4.9

3.3

2.9

15.4

10.2

14.3

20.8

16.3

15.5

54.8

67.8

62.6

0.4

0.4

1.3

0.1

0.1

2.5

1.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=830）

H28佐世保市（n=737）

H23佐世保市（n=238）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

掃除の分担について、前回調査、前々回調査と比較すると、今回調査では『夫』の割合が 7.4％、
「夫と妻が両方同程度」の割合が 15.4％となっており、前回、前々回調査より高くなっています。 
 
【前回（H28）、前々回（H23）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※H23 佐世保市では「不明・無回答」はなかったため、数値を記載していません。 
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13.8 

15.7 
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17.5 

21.6 

14.4 

25.0 

22.0 

22.2 

21.0 

21.8 

15.8 

12.5 

17.6 

16.8 

11.5 

62.0 

52.6 

68.4 

12.5 

34.1 

51.4 

55.0 

59.7 

52.6 

65.0 

62.0 

76.5 

69.6 

0.2 

0.3 

0.2 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 
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0.0
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0.8 

0.0

0.0

1.9 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=830）

男性（n=342）

女性（n=478）

20歳代:男性（n=8）

30歳代:男性（n=41）

40歳代:男性（n=72）

50歳代:男性（n=100）

60歳代:男性（n=119）

20歳代:女性（n=19）

30歳代:女性（n=80）

40歳代:女性（n=108）

50歳代:女性（n=119）

60歳代:女性（n=148）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（５）洗濯 
洗濯の分担についてみると、全体では「主として妻」が 62.0％と最も高く、次いで「どちらかと

いえば妻」が 17.5％となっています。『夫』は 6.8％、『妻』は 79.5％となっています。 
男女別にみると、女性では『妻』が 82.8％と、男性と比べて 8.6ポイント高くなっています。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で『妻』が高くなっており、特に 50 歳代女性では

93.3％となっています。また、30 歳代男性では『夫』が 26.9％と、他と比べて高くなっています。 
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2.9

2.0
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2.3

1.3

12.4

6.8

10.5

17.5

12.1

11.3

62.0

74.6

71.4

0.2

0.7

0.4

0.2

0.3

3.4

0.8

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=830）

H28佐世保市（n=737）

H23佐世保市（n=238）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

洗濯の分担について、前回調査、前々回調査と比較すると、今回調査では『夫』の割合が 6.8％、
「夫と妻が両方同じ程度」の割合が 12.4％となっており、前回、前々回調査より高くなっています。 
 
【前回（H28）、前々回（H23）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※H23 佐世保市では「不明・無回答」はなかったため、数値を記載していません。 
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15.0 

9.3 

21.0 

39.9 
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4.0 
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0.0

1.4 

0.0

5.0 
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3.7 

3.4 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=830）

男性（n=342）

女性（n=478）

20歳代:男性（n=8）

30歳代:男性（n=41）

40歳代:男性（n=72）

50歳代:男性（n=100）

60歳代:男性（n=119）

20歳代:女性（n=19）

30歳代:女性（n=80）

40歳代:女性（n=108）

50歳代:女性（n=119）

60歳代:女性（n=148）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（６）育児 
育児の分担についてみると、全体では「主として妻」が 36.4％と最も高く、次いで「わからない」

が 24.9％となっています。『夫』は 0.4％、『妻』は 58.6％となっています。 
男女別にみると、女性では「主として妻」が 40.0％と、男性と比べて 8.1ポイント高くなってい

ます。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で『妻』が高くなっています。また、男女とも 60歳

代では「わからない」が３割台と、他と比べて高くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



34 

0.2

0.1

0.0

0.2

0.4

0.0

12.2

11.4

22.3

22.2

17.0

29.0
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0.6
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24.9

21.0

10.9

3.3

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=830）

H28佐世保市（n=737）

H23佐世保市（n=238）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

育児の分担について、前回調査、前々回調査と比較すると、「夫と妻が両方同じ程度」の割合が
前々回調査と比較すると減少しています。また、「わからない」の割合が今回調査では 24.9％と前
回調査、前々回調査と比較して増加しています。 
 
【前回（H28）、前々回（H23）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※H23 佐世保市では「不明・無回答」はなかったため、数値を記載していません。 
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21.1 

18.7 

23.2 
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17.1 

23.6 

20.0 
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31.6 

33.8 

21.3 

25.2 

16.9 

30.1 

25.7 

33.7 

12.5 

26.8 

29.2 

27.0 

23.5 

26.3 

28.7 

41.7 

38.7 

27.7 

0.7 

0.6 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

24.3 

26.0 

22.6 

37.5 

17.1 

16.7 

26.0 

34.5 

36.8 

16.3 

10.2 

16.0 

37.2 

2.8 

2.6 

2.9 

0.0

0.0

1.4 

0.0

5.9 

0.0

0.0

2.8 

2.5 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=830）

男性（n=342）

女性（n=478）

20歳代:男性（n=8）

30歳代:男性（n=41）

40歳代:男性（n=72）

50歳代:男性（n=100）

60歳代:男性（n=119）

20歳代:女性（n=19）

30歳代:女性（n=80）

40歳代:女性（n=108）

50歳代:女性（n=119）

60歳代:女性（n=148）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（７）子どもの教育 
子どもの教育の分担についてみると、全体では「主として妻」が 30.1％と最も高く、次いで「わ

からない」が 24.3％となっています。『夫』は 2.1％、『妻』は 51.2％となっています。 
男女別にみると、女性では『妻』が 56.9％と、男性と比べて 12.5ポイント高くなっています。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で『妻』が高くなっており、特に 30 歳代～50 歳代

女性では６割台前半と高くなっています。また、30歳代男性では「夫と妻が両方同じ程度」が34.1％、
20 歳代女性、60歳代男女では「わからない」が３割台と、他と比べて高くなっています。 
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19.3

28.2

21.1

17.4

24.8

30.1

33.4

28.2

0.7

0.5

0.8

24.3

21.4

12.2

2.8

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=830）

H28佐世保市（n=737）

H23佐世保市（n=238）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

子どもの教育の分担について、前回調査、前々回調査と比較すると、「夫と妻が両方同じ程度」の
割合が前々回調査と比較すると減少しています。また、「わからない」の割合が今回調査では 24.3％
と前回調査、前々回調査と比較して増加しています。 
 
【前回（H28）、前々回（H23）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※H23 佐世保市では「不明・無回答」はなかったため、数値を記載していません。 
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14.0 
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0.0 

17.5 

14.8 

10.9 

13.5 

43.7 

37.4 

49.0 

12.5 

24.4 

51.4 

43.0 

31.1 

15.8 

42.5 

56.5 

67.2 

36.5 

1.3 

1.8 

0.8 

0.0 

7.3 

2.8 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 

28.8 

31.0 

26.8 

75.0 

36.6 

18.1 

28.0 

37.0 

68.4 

33.8 

13.0 

16.0 

35.8 

3.4 

2.9 

3.8 

0.0

0.0

1.4 

0.0

6.7 

5.3 

0.0

2.8 

2.5 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=830）

男性（n=342）

女性（n=478）

20歳代:男性（n=8）

30歳代:男性（n=41）

40歳代:男性（n=72）

50歳代:男性（n=100）

60歳代:男性（n=119）

20歳代:女性（n=19）

30歳代:女性（n=80）

40歳代:女性（n=108）

50歳代:女性（n=119）

60歳代:女性（n=148）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（８）ＰＴＡ（学校行事など）への参加 
ＰＴＡ（学校行事など）への参加の分担についてみると、全体では「主として妻」が 43.7％と最

も高く、次いで「わからない」が 28.8％となっています。『夫』は 2.8％、『妻』は 57.6％となって
います。 
男女別にみると、女性では『妻』が 62.2％と、男性と比べて 9.9ポイント高くなっています。 
性・年代別にみると、20 歳代女性では「わからない」、その他の性・年代では『妻』が高くなっ

ており、特に 40歳代の男女、50歳代女性では７割台となっています。 
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43.7

47.2

46.2

1.3

0.1

0.0

28.8

25.9

13.0

3.4

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=830）

H28佐世保市（n=737）

H23佐世保市（n=238）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

ＰＴＡ（学校行事など）への参加の分担について、前回調査、前々回調査と比較すると、どの調
査も『妻』の割合が高くなっています。また、「わからない」の割合が今回調査では 28.8％と前回
調査、前々回調査と比較して増加しています。 
 
【前回（H28）、前々回（H23）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※H23 佐世保市では「不明・無回答」はなかったため、数値を記載していません。 
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15.5 

17.0 

21.1 

13.6 

0.0 

14.6 

27.8 

22.0 

20.2 

0.0 

6.3 

18.5 

14.3 

15.5 

33.5 

21.6 

42.5 

0.0 

9.8 

26.4 

24.0 

22.7 

15.8 

33.8 

38.9 

56.3 

41.9 

1.4 

2.0 

0.8 

12.5 

9.8 

0.0 

1.0 

0.8 

5.3 

0.0 

0.9 

0.8 

0.7 

13.7 

15.8 

12.3 

37.5 

41.5 

11.1 

11.0 

12.6 

52.6 

28.7 

10.2 

4.2 

6.1 

1.4 

1.2 

1.7 

0.0

0.0

0.0

0.0

2.5 

0.0

0.0

1.9 

0.8 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=830）

男性（n=342）

女性（n=478）

20歳代:男性（n=8）

30歳代:男性（n=41）

40歳代:男性（n=72）

50歳代:男性（n=100）

60歳代:男性（n=119）

20歳代:女性（n=19）

30歳代:女性（n=80）

40歳代:女性（n=108）

50歳代:女性（n=119）

60歳代:女性（n=148）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（９）地域活動への参加 
地域活動への参加の分担についてみると、全体では「主として妻」が 33.5％と最も高く、次いで

「夫と妻が両方同じ程度」が 17.1％となっています。『夫』は 15.8％、『妻』は 50.5％となってい
ます。 
男女別にみると、女性では『妻』が 56.1％と、男性と比べて 13.4ポイント高くなっています。 
性・年代別にみると、30歳代男性、20 歳代女性では「わからない」、その他の性・年代では『妻』

が高くなっており、特に 50 歳代女性では 70.6％となっています。また、50 歳代男性では「夫と妻
が両方同じ程度」が 26.0％と、他と比べて高くなっています。 
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21.8

17.0

15.1

18.5

33.5

41.0

37.0

1.4

0.8

0.4

13.7

14.1

7.1

1.4

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=830）

H28佐世保市（n=737）

H23佐世保市（n=238）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

地域活動への参加の分担について、前回調査、前々回調査と比較すると、前回調査から『夫』「夫
と妻が両方同じ程度」の割合が増加し、一方『妻』の割合については減少がみられます。 
 
【前回（H28）、前々回（H23）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※H23 佐世保市では「不明・無回答」はなかったため、数値を記載していません。 
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12.5 
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13.8 

18.5 

42.0 

31.1 

2.7 

3.5 

1.7 

12.5 

7.3 

1.4 

4.0 

2.5 

0.0 

1.3 

1.9 

0.8 

2.7 

44.5 

45.6 

43.5 

62.5 

80.5 

59.7 

36.0 

32.8 

94.7 

65.0 

55.6 

30.3 

27.0 

3.0 

2.3 

3.6 

0.0

0.0

1.4 

2.0 

3.4 

5.3 

1.3 

2.8 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=830）

男性（n=342）

女性（n=478）

20歳代:男性（n=8）

30歳代:男性（n=41）

40歳代:男性（n=72）

50歳代:男性（n=100）

60歳代:男性（n=119）

20歳代:女性（n=19）

30歳代:女性（n=80）

40歳代:女性（n=108）

50歳代:女性（n=119）

60歳代:女性（n=148）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（10）高齢者等の世話・介護 
高齢者等の世話・介護の分担についてみると、全体では「わからない」が 44.5％と最も高く、次

いで「主として妻」が 22.5％となっています。『夫』は 2.2％、『妻』は 34.7％となっています。 
男女別にみると、女性では『妻』が 38.7％と、男性と比べて 9.1ポイント高くなっています。 
性・年代別にみると、男女とも 50歳代、60 歳代では『妻』、その他の性・年代では「わからない」

が高くなっており、特に 50 歳代女性では『妻』が 56.3％となっています。 
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47.5

19.3

3.0

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=830）

H28佐世保市（n=737）

H23佐世保市（n=238）

主として夫 どちらかといえば夫 夫と妻が両方同じ程度

どちらかといえば妻 主として妻 その他の人

わからない 不明・無回答

高齢者等の世話・介護の分担について、前回調査、前々回調査と比較すると、「夫と妻が両方同じ
程度」が前々回調査から前回調査は減少、前回調査から今回調査は増加しています。また、今回調
査と前回調査では「わからない」が４割以上となっており、前々回と比較して大きく増加していま
す。 
 
【前回（H28）、前々回（H23）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※H23 佐世保市では「不明・無回答」はなかったため、数値を記載していません。 
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       43.0     47.5    47.5    47.5    47.5        29.7        33.8     45.3    45.3    45.3    45.3        20.0         5.6         4.0         2.3

 男性（n=532）        34.2     48.7    48.7    48.7    48.7        26.1        31.6     50.2    50.2    50.2    50.2        15.4         5.1         6.4         2.3

 女性（n=701）     50.2    50.2    50.2    50.2     46.4    46.4    46.4    46.4        32.5        35.8        41.7        23.0         6.0         2.3         2.4

 20歳代:男性（n=55）        34.5     61.8    61.8    61.8    61.8        23.6        27.3     70.9    70.9    70.9    70.9        12.7         3.6          0.0         1.8

 30歳代:男性（n=76）        35.5     53.9    53.9    53.9    53.9        32.9        22.4     55.3    55.3    55.3    55.3        11.8         3.9         3.9         2.6

 40歳代:男性（n=100）        28.0     43.0    43.0    43.0    43.0        25.0        39.0     53.0    53.0    53.0    53.0        23.0         6.0         3.0         1.0

 50歳代:男性（n=137）        29.2     48.9    48.9    48.9    48.9        24.1        32.1     48.2    48.2    48.2    48.2        12.4         6.6         7.3          0.0

 60歳代:男性（n=161）     41.6    41.6    41.6    41.6     44.7    44.7    44.7    44.7        25.5        32.9     41.6    41.6    41.6    41.6        16.1         3.7        10.6         5.0

 20歳代:女性（n=61）        45.9     54.1    54.1    54.1    54.1        36.1        36.1     57.4    57.4    57.4    57.4        14.8         4.9          0.0         1.6

 30歳代:女性（n=102）     52.9    52.9    52.9    52.9     52.9    52.9    52.9    52.9        33.3        30.4     53.9    53.9    53.9    53.9        14.7         6.9          0.0         1.0

 40歳代:女性（n=154）     42.9    42.9    42.9    42.9        40.9        37.7        35.7     46.1    46.1    46.1    46.1        21.4         8.4         1.3         0.6

 50歳代:女性（n=175）     48.6    48.6    48.6    48.6     40.6    40.6    40.6    40.6        28.0        38.9        36.0        23.4         5.7         3.4         3.4

 60歳代:女性（n=203）     56.7    56.7    56.7    56.7     49.8    49.8    49.8    49.8        31.0        36.0        32.0        30.5         4.4         3.9         3.4

 全体（n=1,258）

単位：％

性

別

男

性

・

年

代

別

女

性

・

年

代

別

問４ あなたは、男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためには
どのようなことが必要だと思いますか。（〇は３つまで） 

男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なことについてみると、
全体では「夫婦や家族間でのコミュニケーションをはかる」が 47.5％と最も高く、次いで「労働時
間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにする」が 45.3％とな
っています。 
男女別にみると、男性では「労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより

多く持てるようにする」、女性では「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感を
なくす」が最も高くなっています。 
性・年代別にみると、50歳代以上の男性では「夫婦や家族間でのコミュニケーションをはかる」、

50 歳代以上の女性では「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす」、そ
の他の性・年代では「労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持て
るようにする」が最も高くなっています。 
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1.0 

4.5 

1.1 

1.5 

34.0 

36.5 

32.2 

36.4 

27.6 

37.0 

43.1 

34.8 

34.4 

28.4 

35.1 

30.3 

32.0 

34.2 

31.4 

36.1 

27.3 

40.8 

26.0 

33.6 

30.4 

34.4 

28.4 

31.2 

40.6 

41.4 

26.1 

25.0 

27.1 

32.7 

26.3 

34.0 

16.1 

24.2 

24.6 

41.2 

26.6 

25.7 

22.2 

2.6 

2.6 

2.6 

3.6 

1.3 

2.0 

2.2 

3.7 

4.9 

1.0 

2.6 

2.3 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

男性（n=532）

女性（n=701）

20歳代:男性（n=55）

30歳代:男性（n=76）

40歳代:男性（n=100）

50歳代:男性（n=137）

60歳代:男性（n=161）

20歳代:女性（n=61）

30歳代:女性（n=102）

40歳代:女性（n=154）

50歳代:女性（n=175）

60歳代:女性（n=203）

賛成する どちらかといえば賛成する

どちらかといえば反対する 反対する

不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

問５ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、あなたの考
えに最も近いものをお選びください。（１つに〇） 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方についてみると、全体では「どちら
かといえば反対する」が 34.2％と最も高く、次いで「どちらかといえば賛成する」が 34.0％とな
っています。『賛成』（「賛成する」と「どちらかといえば賛成する」の合計）は 37.1％、『反対』（「反
対する」と「どちらかといえば反対する」の合計）は 60.3％となっています。 
男女別にみると、どちらも『反対』が高くなっていますが、男性では『賛成』が 41.0％と、女性

と比べて 6.8ポイント高くなっています。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で『反対』が高くなっていますが、20 歳代、40 歳代

以上の男性、40歳代女性では「どちらかといえば賛成する」が最も高くなっています。 
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3.1 

5.7 

5.0 
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36.8 

35.3 

27.5 

34.2 

32.5 

27.6 

36.6 

26.1 

19.0 

17.4 

23.2 

10.6 

5.2 

2.6 

6.0 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=1,258）

H28佐世保市（n=1,104）

長崎県（n=1,028）

全国（n=2,645）

賛成する どちらかといえば賛成する

どちらかといえば反対する 反対する

わからない 不明・無回答

全国・長崎県・前回結果と比較すると、『反対』は全国、長崎県、前回結果より高くなっています。 
 
【全国・長崎県・前回（H28）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※全国・長崎県調査は令和元年度調査。 

全国調査の選択肢：「賛成」「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」「反対」「わからない」。 
長崎県調査の選択肢：「賛成」「どちらかと言えば賛成」「どちらかと言えば反対」「反対」「わからない」。 
全国調査では「不明・無回答」はなし。 
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制

・
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、
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蓄
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防

災
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議
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災

害

対
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本

部

、

災
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復
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計
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に
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と
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に

参
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防

災
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画
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に

男

女

両

方

の

視

点

が

入

る

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

不

明

・

無

回

答

    83.1    83.1    83.1    83.1     53.3    53.3    53.3    53.3        53.0        20.2        14.7        33.5         1.1         1.6         1.4

 男性（n=532）     80.6    80.6    80.6    80.6        49.1     53.2    53.2    53.2    53.2        21.4        15.6        32.7         0.9         2.4         1.3

 女性（n=701）     84.9    84.9    84.9    84.9     56.6    56.6    56.6    56.6        52.4        19.1        13.8        34.7         1.3         1.0         1.3

 20歳代:男性（n=55）     85.5    85.5    85.5    85.5        43.6     61.8    61.8    61.8    61.8        29.1        12.7        18.2          0.0         1.8         1.8

 30歳代:男性（n=76）     90.8    90.8    90.8    90.8        47.4     57.9    57.9    57.9    57.9        25.0         3.9        35.5         1.3          0.0          0.0

 40歳代:男性（n=100）     79.0    79.0    79.0    79.0     51.0    51.0    51.0    51.0        50.0        22.0        12.0        35.0         2.0         3.0         1.0

 50歳代:男性（n=137）     78.1    78.1    78.1    78.1        54.0     57.7    57.7    57.7    57.7        21.9        19.7        29.9         1.5         1.5          0.0

 60歳代:男性（n=161）     77.6    77.6    77.6    77.6        46.0     46.6    46.6    46.6    46.6        16.8        21.1        37.3          0.0         3.7         3.1

 20歳代:女性（n=61）     95.1    95.1    95.1    95.1        37.7     68.9    68.9    68.9    68.9        29.5         4.9        27.9         1.6          0.0         1.6

 30歳代:女性（n=102）     88.2    88.2    88.2    88.2     58.8    58.8    58.8    58.8        55.9        21.6        11.8        27.5          0.0         1.0          0.0

 40歳代:女性（n=154）     80.5    80.5    80.5    80.5     56.5    56.5    56.5    56.5        52.6        18.8        11.7        36.4         3.2         0.6         1.3

 50歳代:女性（n=175）     83.4    83.4    83.4    83.4     60.0    60.0    60.0    60.0        46.3        20.0        16.6        30.9         1.1         1.1         1.7

 60歳代:女性（n=203）     84.7    84.7    84.7    84.7     59.1    59.1    59.1    59.1        50.2        14.3        16.7        42.4         0.5         1.5         1.0

 全体（n=1,258）

単位：％

性

別

男

性

・

年

代

別

女

性

・

年

代

別

問６ あなたが、防災・災害復興対策において、性別に配慮した対応となるために必要だ
と思うことは何ですか。（〇は３つまで） 

防災・災害復興対策において、性別に配慮した対応となるために必要だと思うことについてみる
と、全体では「避難所の設備」が 83.1％と最も高く、次いで「避難所運営の責任者に男女がともに
配置され、避難所運営や被災者対応に男女両方の視点が入ること」が 53.3％となっています。 
男女別にみると、男女とも「避難所の設備」が最も高くなっています。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で「避難所の設備」が最も高くなっています。 
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続

け
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ほ

う

が

よ

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

         0.4          1.2          2.1      33.7     33.7     33.7     33.7      45.3     45.3     45.3     45.3          8.4          6.5          2.3

 男性（n=532）          0.8          1.3          2.8      36.8     36.8     36.8     36.8      39.8     39.8     39.8     39.8          8.6          7.5          2.3

 女性（n=701）          0.1          1.1          1.6      31.4     31.4     31.4     31.4      49.5     49.5     49.5     49.5          8.3          5.7          2.3

 20歳代:男性（n=55）           0.0           0.0          1.8      34.5     34.5     34.5     34.5      49.1     49.1     49.1     49.1          7.3          7.3           0.0

 30歳代:男性（n=76）           0.0          2.6           0.0      39.5     39.5     39.5     39.5      36.8     36.8     36.8     36.8        11.8          7.9          1.3

 40歳代:男性（n=100）          1.0          1.0          4.0      30.0     30.0     30.0     30.0      45.0     45.0     45.0     45.0        12.0          5.0          2.0

 50歳代:男性（n=137）           0.0          2.2          4.4      40.1     40.1     40.1     40.1      35.8     35.8     35.8     35.8        10.2          7.3           0.0

 60歳代:男性（n=161）          0.6          0.6          2.5      38.5     38.5     38.5     38.5      39.1     39.1     39.1     39.1          4.3          8.7          5.6

 20歳代:女性（n=61）           0.0           0.0          1.6      44.3     44.3     44.3     44.3      42.6     42.6     42.6     42.6          3.3          6.6          1.6

 30歳代:女性（n=102）           0.0          2.9           0.0      27.5     27.5     27.5     27.5      51.0     51.0     51.0     51.0        10.8          6.9          1.0

 40歳代:女性（n=154）           0.0          0.6          0.6      26.6     26.6     26.6     26.6      53.9     53.9     53.9     53.9        12.3          5.2          0.6

 50歳代:女性（n=175）           0.0          1.7          2.3      23.4     23.4     23.4     23.4      53.1     53.1     53.1     53.1        10.9          5.1          3.4

 60歳代:女性（n=203）          0.5          0.5          2.5      39.4     39.4     39.4     39.4      45.3     45.3     45.3     45.3          3.4          5.9          2.5

単位：％

性

別

男

性

・

年

代

別

女

性

・

年

代

別

 全体（n=1,258）

３ 就労及びワーク・ライフ・バランスについて 
問７ 女性が職業をもつことについて、あなたの考えに近いものをお選びください。（１つ

に〇） 
女性が職業をもつことについてみると、全体では「子どもができても、ずっと職業をもち続ける
ほうがよい」が 45.3％と最も高く、次いで「子どもができたら出産や子育てに専念するためいった
ん退職し、子育てが落ち着いた後に再び職業をもつ方がよい」が 33.7％となっています。 
男女別にみると、男女とも「子どもができても、ずっと職業をもち続けるほうがよい」が最も高

くなっています。 
性・年代別にみると、30 歳代、50 歳代男性、20 歳代女性では「子どもができたら出産や子育て

に専念するためいったん退職し、子育てが落ち着いた後に再び職業をもつ方がよい」、その他の性・
年代では「子どもができても、ずっと職業をもち続けるほうがよい」が最も高くなっています。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=1,258）

H28佐世保市（n=1,104）

長崎県（n=1,028）

全国（n=2,645）

女性は職業をもたない方がよい

結婚するまでは、職業をもつ方がよい

子どもができるまでは、職業をもつ方がよい

子どもができたら出産や子育てに専念するためいったん退職し、子育てが落ち着いた後に再び職業をもつ方がよい

子どもができても、ずっと職業をもち続けるほうがよい

その他

わからない

不明・無回答

全国・長崎県・前回調査と比較すると、「子どもができても、ずっと職業をもち続けるほうがよ
い」《全国・長崎県：「子ども（子供）ができても、ずっと職業を続ける方がよい」》は全国より低く、
長崎県、前回調査より高くなっています。 
また、前回調査では「子どもができたら出産や子育てに専念するためいったん退職し、子育てが
落ち着いた後に再び職業をもつ方がよい」の割合が最も高くなっていましたが、今回調査では「子
どもができても、ずっと職業をもち続けるほうがよい」が最も高くなっています。 
 
【全国・長崎県・前回（H28）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※全国・長崎県調査は令和元年度調査。 

全国調査の選択肢：「女性は職業をもたない方がよい」「結婚するまでは職業をもつ方がよい」「子供ができるまでは、
職業をもつ方がよい」「子供ができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい」「子
供ができても、ずっと職業を続ける方がよい」「その他」「わからない」。 

長崎県調査の選択肢：「女性は職業をもたない方がよい」「結婚するまでは、職業をもつ方がよい」「子どもができるま
では、職業をもつ方がよい」「子どもができたら出産や子育てに専念するためいったん退職し、
子育てが落ち着いた後、再び職業をもつ方がよい」「子どもができても、ずっと職業を続ける方
がよい」「その他」「わからない」。 

全国調査では「不明・無回答」はなし。 
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問８は、現在、働いている方におたずねします。 
問８ あなたの職場では、次にあげるそれぞれの面で、性別によって差があると思いますか。

（それぞれ１つに〇） 
職場における性別によって差がある場面についてみると、すべての項目において「性別によって
差がない」が最も高くなっていますが、【(２)賃金・昇進・昇格】【(３)人事配置】【(６)全体的に】
では『男性優遇』（「男性が優遇されている」と「どちらかといえば男性が優遇されている」の合計）
が３割以上と高くなっています。一方、『女性優遇』（「女性が優遇されている」と「どちらかといえ
ば女性が優遇されている」の合計）は【(５)仕事の内容】では 10.1％となっていますが、その他の
項目では１割以下となっています。 
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(１)募集や採用の条件

(２)賃金・昇進・昇格

(３)人事配置

(４)教育や研修制度

(５)仕事の内容

(６)全体的に

全体（n=934）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答
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7.8 

9.0 

7.0 

6.3 

10.8 

9.1 

10.8 

7.1 

2.2 

6.0 

8.7 

6.6 

8.4 

17.6 

24.5 

11.7 

18.8 

27.7 

23.9 

25.8 

23.9 

13.0 

14.3 

12.7 

10.3 

9.3 

45.3 

41.9 

48.3 

53.1 

30.8 

48.9 

39.2 

42.5 

60.9 

52.4 

50.8 

44.9 

42.1 

4.1 

2.1 

5.4 

6.3 

1.5 

2.3 

2.5 

0.9 

8.7 

9.5 

4.8 

3.7 

3.7 

2.6 

1.4 

3.6 

0.0 

3.1 

1.1 

0.8 

1.8 

0.0 

1.2 

1.6 

4.4 

8.4 

10.4 

9.3 

11.5 

9.4 

12.3 

8.0 

8.3 

9.7 

6.5 

9.5 

8.7 

19.1 

8.4 

8.5 

7.9 

8.5 

3.1 

12.3 

4.5 

10.8 

5.3 

6.5 

6.0 

11.1 

7.4 

10.3 

3.9 

3.8 

4.0 

3.1 

1.5 

2.3 

1.7 

8.8 

2.2 

1.2 

1.6 

3.7 

9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=934）

男性（n=420）

女性（n=503）

20歳代:男性（n=32）

30歳代:男性（n=65）

40歳代:男性（n=88）

50歳代:男性（n=120）

60歳代:男性（n=113）

20歳代:女性（n=46）

30歳代:女性（n=84）

40歳代:女性（n=126）

50歳代:女性（n=136）

60歳代:女性（n=107）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（１）募集や採用の条件 
募集や採用の条件における性差についてみると、全体では「性別によって差がない」が 45.3％と

最も高く、次いで「どちらかといえば男性が優遇されている」が 17.6％となっています。『男性優
遇』は 25.4％、『女性優遇』は 6.7％となっています。 
男女別にみると、男性では『男性優遇』が 33.5％と、女性と比べて 14.8ポイント高くなってい

ます。 
性・年代別にみると、30 歳代男性では『男性優遇』、その他の性・年代では「性別によって差が

ない」が高くなっており、特に 30 歳代以上の男性では『男性優遇』が３割以上となっています。ま
た、50 歳代女性では「どちらともいえない」が 19.1％と、他と比べて高くなっています。 
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7.8

3.3

7.6

17.6

16.2

19.8

45.3

44.8

47.0

4.1

6.8

5.5

2.6

3.1

1.3

10.4

11.2

8.5

8.8

11.0

3.9

5.6

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=934）

H28佐世保市（n=747）

長崎県（n=526）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

募集や採用の条件について、長崎県調査、前回調査と比較すると、どの調査においても「性別に
よって差がない」が最も高くなっています。また、『男性優遇』では、前回調査と比較して高く、長
崎県調査と比較して低くなっています。 
 
【長崎県・前回（H28）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※長崎県調査は令和元年度調査。 

前回調査の選択肢 ：「男性が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇されている」「性別によって差が
ない」「どちらかといえば女性が優遇されている」「女性が非常に優遇されている」「どちらとも
いえない」「わからない」「無回答」。 

長崎県調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇」「どちらかと言えば男性の方が優遇」「性別によって差はない」「どちら
かと言えば女性の方が優遇」「女性の方が非常に優遇」「わからない」「無回答」。 

長崎県調査では「どちらともいえない」はなし。 
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12.7 

9.5 

15.5 

6.3 

10.8 

10.2 

12.5 

6.2 

10.9 

13.1 

15.1 

19.9 

14.0 

21.3 

23.3 

19.5 

15.6 

24.6 

12.5 

28.3 

28.3 

23.9 

19.0 

21.4 

14.0 

23.4 

39.7 

42.4 

38.0 

56.3 

40.0 

54.5 

36.7 

36.3 

43.5 

50.0 

37.3 

34.6 

32.7 

0.2 

0.2 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

0.7 

0.5 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0.9 

0.0 

0.0 

1.6 

1.5 

0.9 

8.2 

7.9 

8.7 

9.4 

7.7 

9.1 

9.2 

5.3 

4.3 

7.1 

7.1 

11.8 

8.4 

13.0 

11.7 

13.3 

9.4 

13.8 

10.2 

11.7 

11.5 

15.2 

10.7 

15.9 

14.0 

11.2 

4.1 

4.5 

3.8 

3.1 

3.1 

3.4 

0.8 

10.6 

2.2 

0.0

1.6 

4.4 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=934）

男性（n=420）

女性（n=503）

20歳代:男性（n=32）

30歳代:男性（n=65）

40歳代:男性（n=88）

50歳代:男性（n=120）

60歳代:男性（n=113）

20歳代:女性（n=46）

30歳代:女性（n=84）

40歳代:女性（n=126）

50歳代:女性（n=136）

60歳代:女性（n=107）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（２）賃金・昇進・昇格 
賃金・昇進・昇格における性差についてみると、全体では「性別によって差がない」が 39.7％と

最も高く、次いで「どちらかといえば男性が優遇されている」が 21.3％となっています。『男性優
遇』は 34.0％、『女性優遇』は 0.9％となっています。 
男女別にみると、女性では「男性が優遇されている」が 15.5％と、男性と比べて 6.0ポイント高

くなっています。 
性・年代別にみると、50 歳代男性・60 歳代女性では『男性優遇』、その他の性・年代では「性別

によって差がない」が高くなっています。 
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12.7

7.6

8.2

21.3

22.9

27.2

39.7

42.0

42.0

0.2

1.2

1.3

0.7

0.7

0.4

8.2

8.3

13.0

11.6

12.5

4.1

5.6

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=934）

H28佐世保市（n=747）

長崎県（n=526）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

賃金・昇進・昇格における性差について、長崎県調査、前回調査と比較すると、どの調査におい
ても「性別によって差がない」が最も高くなっています。また、『男性優遇』では、前回調査と比較
して高く、長崎県調査と比較して低くなっています。 
 
【長崎県・前回（H28）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※長崎県調査は令和元年度調査。 

前回調査の選択肢 ：「男性が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇されている」「性別によって差が
ない」「どちらかといえば女性が優遇されている」「女性が非常に優遇されている」「どちらとも
いえない」「わからない」「無回答」。 

長崎県調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇」「どちらかと言えば男性の方が優遇」「性別によって差はない」「どちら
かと言えば女性の方が優遇」「女性の方が非常に優遇」「わからない」「無回答」。 

長崎県調査では「どちらともいえない」はなし。 
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9.7 

8.1 

11.1 

0.0 

10.8 

8.0 

10.0 

7.1 

4.3 

9.5 

14.3 

14.0 

8.4 

21.0 

23.3 

19.1 

21.9 

29.2 

13.6 

27.5 

23.9 

26.1 

22.6 

18.3 

19.1 

14.0 

37.4 

36.4 

38.8 

43.8 

29.2 

47.7 

30.8 

35.4 

39.1 

48.8 

38.1 

30.1 

43.0 

4.2 

5.0 

3.4 

6.3 

3.1 

6.8 

8.3 

0.9 

4.3 

3.6 

2.4 

2.9 

4.7 

2.1 

3.3 

1.0 

3.1 

4.6 

6.8 

3.3 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

1.5 

0.9 

10.0 

9.8 

10.1 

12.5 

12.3 

6.8 

7.5 

12.4 

10.9 

4.8 

11.1 

13.2 

8.4 

11.1 

9.3 

12.1 

9.4 

6.2 

8.0 

11.7 

8.8 

13.0 

10.7 

11.1 

14.7 

11.2 

4.5 

4.8 

4.4 

3.1 

4.6 

2.3 

0.8 

11.5 

2.2 

0.0

3.2 

4.4 

9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=934）

男性（n=420）

女性（n=503）

20歳代:男性（n=32）

30歳代:男性（n=65）

40歳代:男性（n=88）

50歳代:男性（n=120）

60歳代:男性（n=113）

20歳代:女性（n=46）

30歳代:女性（n=84）

40歳代:女性（n=126）

50歳代:女性（n=136）

60歳代:女性（n=107）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（３）人事配置 
人事配置における性差についてみると、全体では「性別によって差がない」が 37.4％と最も高く、

次いで「どちらかといえば男性が優遇されている」が21.0％となっています。『男性優遇』は30.7％、
『女性優遇』は 6.3％となっています。 
男女別にみると、大きな差はみられません。 
性・年代別にみると、30歳代男性、男女とも 50歳代では『男性優遇』、その他の性・年代では「性

別によって差がない」が高くなっています。また、30 歳代男性では「どちらかといえば男性が優遇
されている」、「性別によって差がない」が 29.2％と、同率となっています。 
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9.7

5.9

21.0

19.5

37.4

39.8

4.2

3.6

2.1

1.2

10.0

13.7

11.1

10.7

4.5

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=934）

H28佐世保市（n=747）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

人事配置における性差について、前回調査と比較すると、どの調査においても「性別によって差
がない」が最も高くなっています。また、『男性優遇』では、前回調査と比較して高くなっていま
す。 
 
【前回（H28）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前回調査の選択肢 ：「男性が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇されている」「性別によって差が
ない」「どちらかといえば女性が優遇されている」「女性が非常に優遇されている」「どちらとも
いえない」「わからない」「無回答」。 
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4.3 

3.8 

4.8 

0.0 

4.6 

5.7 

4.2 

2.7 

2.2 

4.8 

5.6 

5.9 

3.7 

9.6 

11.7 

7.8 

6.3 

15.4 

5.7 

13.3 

14.2 

6.5 

8.3 

6.3 

9.6 

7.5 

57.1 

56.4 

58.1 

59.4 

52.3 

65.9 

53.3 

54.0 

65.2 

65.5 

62.7 

49.3 

55.1 

0.6 

0.5 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

1.7 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

0.7 

0.0 

1.3 

1.7 

1.0 

3.1 

1.5 

3.4 

0.8 

0.9 

0.0 

0.0 

1.6 

0.7 

1.9 

9.6 

8.6 

10.5 

12.5 

7.7 

8.0 

10.0 

7.1 

6.5 

9.5 

7.9 

16.9 

8.4 

12.7 

12.4 

12.5 

15.6 

15.4 

9.1 

15.0 

8.8 

17.4 

11.9 

11.9 

11.8 

13.1 

4.7 

5.0 

4.6 

3.1 

3.1 

2.3 

1.7 

12.4 

2.2 

0.0

1.6 

5.1 

10.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=934）

男性（n=420）

女性（n=503）

20歳代:男性（n=32）

30歳代:男性（n=65）

40歳代:男性（n=88）

50歳代:男性（n=120）

60歳代:男性（n=113）

20歳代:女性（n=46）

30歳代:女性（n=84）

40歳代:女性（n=126）

50歳代:女性（n=136）

60歳代:女性（n=107）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（４）教育や研修制度 
教育や研修制度における性差についてみると、全体では「性別によって差がない」が 57.1％と最

も高く、次いで「わからない」が 12.7％となっています。『男性優遇』は 13.9％、『女性優遇』は
1.9％となっています。 
男女別にみると、男性では『男性優遇』が 15.5％と、女性と比べて 2.9ポイント高くなっていま

す。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で「性別によって差がない」が最も高くなっていま

す。 
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4.3

2.4

3.8

9.6

10.4

8.6

57.1

58.5

64.3

0.6

1.9

1.0

1.3

0.8

0.4

9.6

10.8

12.7

9.5

13.3

4.7

5.6

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=934）

H28佐世保市（n=747）

長崎県（n=526）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

教育や研修制度における性差について、長崎県調査、前回調査と比較すると、どの調査において
も「性別によって差がない」が最も高くなっています。また、『男性優遇』については、前回調査、
長崎県調査と比較してわずかに高くなっています。 
 
【長崎県・前回（H28）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※長崎県調査は令和元年度調査。 

前回調査の選択肢 ：「男性が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇されている」「性別によって差が
ない」「どちらかといえば女性が優遇されている」「女性が非常に優遇されている」「どちらとも
いえない」「わからない」「無回答」。 

長崎県調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇」「どちらかと言えば男性の方が優遇」「性別によって差はない」「どちら
かと言えば女性の方が優遇」「女性の方が非常に優遇」「わからない」「無回答」。 

長崎県調査では「どちらともいえない」はなし。 
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6.4 

7.6 

5.4 

3.1 

9.2 

6.8 

9.2 

7.1 

2.2 

6.0 

5.6 

7.4 

3.7 

16.1 

19.8 

12.9 

9.4 

21.5 

15.9 

23.3 

21.2 

10.9 

15.5 

13.5 

11.8 

13.1 

41.6 

37.4 

45.7 

43.8 

32.3 

45.5 

32.5 

37.2 

41.3 

52.4 

52.4 

37.5 

45.8 

7.1 

8.8 

5.4 

18.8 

4.6 

8.0 

10.0 

8.0 

10.9 

3.6 

4.0 

7.4 

2.8 

3.0 

4.3 

1.8 

0.0 

4.6 

8.0 

5.8 

0.9 

0.0 

1.2 

1.6 

1.5 

3.7 

12.8 

9.8 

15.5 

18.8 

12.3 

6.8 

10.0 

8.0 

19.6 

13.1 

15.9 

16.9 

13.1 

8.9 

8.3 

9.1 

3.1 

12.3 

6.8 

8.3 

8.0 

13.0 

8.3 

5.6 

13.2 

7.5 

4.1 

4.0 

4.2 

3.1 

3.1 

2.3 

0.8 

9.7 

2.2 

0.0

1.6 

4.4 

10.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=934）

男性（n=420）

女性（n=503）

20歳代:男性（n=32）

30歳代:男性（n=65）

40歳代:男性（n=88）

50歳代:男性（n=120）

60歳代:男性（n=113）

20歳代:女性（n=46）

30歳代:女性（n=84）

40歳代:女性（n=126）

50歳代:女性（n=136）

60歳代:女性（n=107）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性
・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（５）仕事の内容 
仕事の内容における性差についてみると、全体では「性別によって差がない」が 41.6％と最も高

く、次いで「どちらかといえば男性が優遇されている」が 16.1％となっています。『男性優遇』は
22.5％、『女性優遇』は 10.1％となっています。 
男女別にみると、男性では『男性優遇』が 27.4％と、女性と比べて 9.1ポイント高くなっていま

す。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で「性別によって差がない」が最も高くなっていま

すが、50 歳代男性では『男性優遇』、「性別によって差がない」が 32.5％と、同率となっています。 
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6.4

3.2

5.9

16.1

12.6

18.1

41.6

47.8

46.2

7.1

8.2

9.3

3.0

1.6

1.9

12.8

15.9

8.9

5.2

10.5

4.1

5.5

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=934）

H28佐世保市（n=747）

長崎県（n=526）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

仕事の内容における性差について、長崎県調査、前回調査と比較すると、どの調査においても「性
別によって差がない」が最も高くなっています。また、『男性優遇』については、前回調査より高
く、長崎県調査より低くなっています。 
 
【長崎県・前回（H28）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※長崎県調査は令和元年度調査。 

前回調査の選択肢 ：「男性が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇されている」「性別によって差が
ない」「どちらかといえば女性が優遇されている」「女性が非常に優遇されている」「どちらとも
いえない」「わからない」「無回答」。 

長崎県調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇」「どちらかと言えば男性の方が優遇」「性別によって差はない」「どちら
かと言えば女性の方が優遇」「女性の方が非常に優遇」「わからない」「無回答」。 

長崎県調査では「どちらともいえない」はなし。 
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7.9 

7.1 

8.7 

3.1 

6.2 

12.5 

7.5 

4.4 

6.5 

9.5 

8.7 

12.5 

4.7 

22.5 

24.5 

20.9 

12.5 

33.8 

13.6 

29.2 

26.5 

17.4 

23.8 

23.0 

19.1 

19.6 

38.0 

38.1 

38.0 

53.1 

27.7 

45.5 

34.2 

38.1 

39.1 

46.4 

42.1 

28.7 

38.3 

4.1 

6.2 

2.4 

6.3 

3.1 

6.8 

8.3 

5.3 

6.5 

1.2 

0.0 

5.1 

0.9 

2.5 

3.1 

2.0 

0.0 

4.6 

5.7 

4.2 

0.0 

0.0 

1.2 

2.4 

2.2 

2.8 

12.1 

9.8 

14.1 

15.6 

13.8 

8.0 

8.3 

8.8 

10.9 

9.5 

15.9 

16.9 

14.0 

8.4 

6.7 

9.1 

9.4 

7.7 

5.7 

7.5 

4.4 

17.4 

8.3 

6.3 

10.3 

8.4 

4.6 

4.5 

4.8 

0.0

3.1 

2.3 

0.8 

12.4 

2.2 

0.0

1.6 

5.1 

11.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=934）

男性（n=420）

女性（n=503）

20歳代:男性（n=32）

30歳代:男性（n=65）

40歳代:男性（n=88）

50歳代:男性（n=120）

60歳代:男性（n=113）

20歳代:女性（n=46）

30歳代:女性（n=84）

40歳代:女性（n=126）

50歳代:女性（n=136）

60歳代:女性（n=107）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（６）全体的に 
全体的な職場における性差についてみると、全体では「性別によって差がない」が 38.0％と最も

高く、次いで「どちらかといえば男性が優遇されている」が 22.5％となっています。『男性優遇』
は 30.4％、『女性優遇』は 6.6％となっています。 
男女別にみると、大きな差はみられません。 
性・年代別にみると、30 歳代、50 歳代男性では『男性優遇』、その他の性・年代では「性別によ

って差がない」が高くなっています。 
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7.9

4.7

5.1

22.5

17.5

22.4

38.0

45.8

48.1

4.1

4.1

4.8

2.5

1.3

0.8

12.1

14.6

8.4

6.8

10.8

4.6

5.1

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=934）

H28佐世保市（n=747）

長崎県（n=526）

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

性別によって差がない どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている どちらともいえない

わからない 不明・無回答

全体的な職場における性差について、長崎県調査、前回調査と比較すると、どの調査においても
「性別によって差がない」が最も高くなっています。また、『男性優遇』については、前回調査、長
崎県調査より高くなっています。 
【長崎県・前回（H28）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※長崎県調査は令和元年度調査。 

前回調査の選択肢 ：「男性が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇されている」「性別によって差が
ない」「どちらかといえば女性が優遇されている」「女性が非常に優遇されている」「どちらとも
いえない」「わからない」「無回答」。 

長崎県調査の選択肢：「男性の方が非常に優遇」「どちらかと言えば男性の方が優遇」「性別によって差はない」「どちら
かと言えば女性の方が優遇」「女性の方が非常に優遇」「わからない」「無回答」。 

長崎県調査では「どちらともいえない」はなし。 
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娠
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の

他

不

明

・

無

回

答

    11.6     10.8   22.4  22.4  22.4  22.4   15.6  15.6  15.6  15.6      1.1      3.7     14.5      4.2     16.1

 男性（n=143）      4.9      2.8   11.2  11.2  11.2  11.2   32.2  32.2  32.2  32.2      1.4      2.1      1.4      4.9     39.2

 女性（n=233）     15.9     15.9   29.2  29.2  29.2  29.2      5.6      0.9      4.7   21.9  21.9  21.9  21.9      3.9      2.1

 20歳代:男性（n=8）       0.0       0.0       0.0   37.5  37.5  37.5  37.5   12.5  12.5  12.5  12.5       0.0       0.0     12.5     37.5

 30歳代:男性（n=33）      3.0      3.0   21.2  21.2  21.2  21.2   39.4  39.4  39.4  39.4      3.0       0.0       0.0      3.0     27.3

 40歳代:男性（n=58）      6.9      3.4   10.3  10.3  10.3  10.3   39.7  39.7  39.7  39.7       0.0       0.0      1.7      5.2     32.8

 50歳代:男性（n=40）      5.0      2.5    7.5   7.5   7.5   7.5   17.5  17.5  17.5  17.5       0.0      5.0      2.5      5.0     55.0

 60歳代:男性（n=4）       0.0       0.0       0.0       0.0       0.0   25.0  25.0  25.0  25.0       0.0       0.0     75.0

 20歳代:女性（n=15）   20.0  20.0  20.0  20.0     13.3   53.3  53.3  53.3  53.3       0.0       0.0      6.7      6.7       0.0       0.0

 30歳代:女性（n=70）     15.7     10.0   38.6  38.6  38.6  38.6      2.9      1.4      7.1   17.1  17.1  17.1  17.1      4.3      2.9

 40歳代:女性（n=99）     12.1     21.2   27.3  27.3  27.3  27.3      5.1      1.0      4.0   24.2  24.2  24.2  24.2      5.1       0.0

 50歳代:女性（n=39）   25.6  25.6  25.6  25.6     10.3     12.8      7.7       0.0      2.6   33.3  33.3  33.3  33.3      2.6      5.1

 60歳代:女性（n=9）     11.1   33.3  33.3  33.3  33.3     11.1   22.2  22.2  22.2  22.2       0.0       0.0     11.1       0.0     11.1

 全体（n=379）

単位：％

性

別

男

性

・

年

代

別

女

性

・

年

代

別

問９は、子どもがいる方におたずねします。 
問９ あなたは、妊娠・出産を理由に就労形態に変化はありましたか。（１つに〇） 
妊娠・出産を理由とした就労形態の変化についてみると、全体では「育児休業を取得し、仕事の

形態を変えずに続けて働いた」が 22.4％と最も高く、次いで「育児休業なしで、仕事の形態を変え
ずに続けて働いた」が 15.6％となっています。 
男女別にみると、男性では「育児休業なしで、仕事の形態を変えずに続けて働いた」、女性では

「育児休業を取得し、仕事の形態を変えずに続けて働いた」が最も高くなっています。また、女性
では「妊娠時、働いていなかった」が 21.9％と、男性と比べて 20.5ポイント高くなっています。 
性・年代別にみると、30 歳代～50 歳代男性では「育児休業なしで、仕事の形態を変えずに続け

て働いた」、20歳代～40 歳代女性では「育児休業を取得し、仕事の形態を変えずに続けて働いた」、
50 歳代女性では「妊娠時、働いていなかった」が最も高くなっています。 
 
 
 
  



63 

15.9 

12.3 

15.9 

9.3 

29.2 

11.5 

5.6 

6.6 

0.9 0.5 

4.7 

1.5 

21.9 

17.9 

3.9

3.2

2.1 

37.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=233）

H28佐世保市（n=971）

妊娠を機に退職した 出産を機に退職した

育児休業を取得し、仕事の形態を変えずに続けて働いた 育児休業なしで、仕事の形態を変えずに続けて働いた

同じ職場で別の仕事に変えてもらった 別の仕事に転職した

妊娠時、働いていなかった その他

不明・無回答

妊娠・出産を理由とした就労形態の変化について、前回結果と比較すると、「育児休業を取得し、
仕事の形態を変えずに続けて働いた」が 17.7ポイント増加しています。 
 
【参考：前回（H28）調査比較（女性限定設定）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※前回調査の選択肢 ：「妊娠を機に退職した」「出産を機に退職した」「育児休業を取得し、仕事の形態を変えずに続
けて働いた」「育児休業なしで仕事の形態を変えずに続けて働いた」「同じ職場で別の仕事に変
えてもらった」「別の仕事に転職した」「妊娠時、働いてなかった」「その他」「無回答」。 

※前回調査では「現在 20 歳未満の子ども」がいない方も含まれていますが、今回調査では、「現在 20 歳未満の子どもが
いない方」は含まれておりません。 
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答

  53.5  53.5  53.5  53.5   33.3  33.3  33.3  33.3     23.2      7.1      6.1      3.0     13.1      2.0

 男性（n=14）   35.7  35.7  35.7  35.7   28.6  28.6  28.6  28.6      7.1     14.3       0.0     14.3      7.1      7.1

 女性（n=85）   56.5  56.5  56.5  56.5   34.1  34.1  34.1  34.1     25.9      5.9      7.1      1.2     14.1      1.2

 30歳代:男性（n=2）   50.0  50.0  50.0  50.0   50.0  50.0  50.0  50.0       0.0       0.0       0.0   50.0  50.0  50.0  50.0       0.0       0.0

 40歳代:男性（n=6）   66.7  66.7  66.7  66.7     16.7       0.0   33.3  33.3  33.3  33.3       0.0       0.0       0.0       0.0

 50歳代:男性（n=5）       0.0   40.0  40.0  40.0  40.0   20.0  20.0  20.0  20.0       0.0       0.0   20.0  20.0  20.0  20.0     20.0       0.0

 60歳代:男性（n=1）       0.0       0.0       0.0       0.0       0.0       0.0       0.0   100.0

 20歳代:女性（n=6）     16.7   33.3  33.3  33.3  33.3       0.0       0.0   33.3  33.3  33.3  33.3     16.7     33.3       0.0

 30歳代:女性（n=23）   43.5  43.5  43.5  43.5   43.5  43.5  43.5  43.5     17.4      8.7      4.3       0.0     30.4       0.0

 40歳代:女性（n=37）   59.5  59.5  59.5  59.5     29.7   32.4  32.4  32.4  32.4      5.4      2.7       0.0      5.4      2.7

 50歳代:女性（n=15）   86.7  86.7  86.7  86.7     33.3   40.0  40.0  40.0  40.0      6.7      6.7       0.0      6.7       0.0

 60歳代:女性（n=4）   50.0  50.0  50.0  50.0   25.0  25.0  25.0  25.0       0.0       0.0   25.0  25.0  25.0  25.0       0.0       0.0       0.0

単位：％

男

性

・

年

代

別

性

別

女

性

・

年

代

別

 全体（n=99）

問 10 は、問９で「妊娠を機に退職した」、「出産を機に退職した」、「別の仕事に転職した」と回答さ
れた方におたずねします。 
問 10 それはなぜですか。（あてはまるものすべてに〇） 
妊娠・出産を機に退職した、または、別の仕事に転職した理由についてみると、全体では「子育

てに十分な時間をかけたかったから」が 53.5％と最も高く、次いで「職場に十分な制度や理解がな
かったから」が 33.3％となっています。 
男女別にみると、男女とも「子育てに十分な時間をかけたかったから」が最も高くなっています。

また、女性では「体力的に自信がなかったから」が 25.9％と、男性と比べて 18.8ポイント高くな
っています。 
性・年代別にみると、30歳代女性では「子育てに十分な時間をかけたかったから」、「職場に十分

な制度や理解がなかったから」、40歳代、50 歳代女性では「子育てに十分な時間をかけたかったか
ら」が最も高くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※20 歳代男性は回答者なし。 
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ー

ク

・

ラ

イ

フ

・

バ

ラ

ン

ス

の

考

え

方

の

普

及

・

啓

発

企

業

に

対

す

る

ワ

ー

ク

・

ラ

イ

フ

・

バ

ラ

ン

ス

の

実

現

に

向

け

た

具

体

的

な

取

り

組

み

の

啓

発

ワ

ー

ク

・

ラ

イ

フ

・

バ

ラ

ン

ス

の

実

現

に

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

い

る

市

内

企

業

の

紹

介

・

表

彰

等

の

実

施

子

育

て

支

援

・

介

護

支

援

の

充

実

そ

の

他

特

に

な

い

不

明

・

無

回

答

      25.4       32.3     52.8    52.8    52.8    52.8       17.2     63.2    63.2    63.2    63.2         3.1         8.1         2.8

 男性（n=532）       27.8       30.5     51.1    51.1    51.1    51.1       17.3     59.6    59.6    59.6    59.6         3.9         8.8         3.4

 女性（n=701）       24.0       33.5     54.8    54.8    54.8    54.8       17.1     65.8    65.8    65.8    65.8         2.4         7.4         2.4

 20歳代:男性（n=55）       36.4       29.1     58.2    58.2    58.2    58.2       16.4     61.8    61.8    61.8    61.8          0.0       12.7         1.8

 30歳代:男性（n=76）       30.3       31.6     52.6    52.6    52.6    52.6       18.4     68.4    68.4    68.4    68.4         5.3         7.9         3.9

 40歳代:男性（n=100）       19.0       40.0     55.0    55.0    55.0    55.0       23.0     61.0    61.0    61.0    61.0         5.0         5.0         2.0

 50歳代:男性（n=137）       25.5       27.0     50.4    50.4    50.4    50.4       15.3     52.6    52.6    52.6    52.6         6.6       10.2         2.9

 60歳代:男性（n=161）       31.1       27.3     47.2    47.2    47.2    47.2       15.5     59.6    59.6    59.6    59.6         1.9         8.7         5.0

 20歳代:女性（n=61）       27.9       36.1     54.1    54.1    54.1    54.1       19.7     63.9    63.9    63.9    63.9         1.6         9.8         4.9

 30歳代:女性（n=102）       24.5       38.2     56.9    56.9    56.9    56.9       18.6     71.6    71.6    71.6    71.6         1.0         6.9          0.0

 40歳代:女性（n=154）       23.4       38.3     57.1    57.1    57.1    57.1       17.5     63.6    63.6    63.6    63.6         6.5         3.9         1.3

 50歳代:女性（n=175）       20.6       32.0     57.1    57.1    57.1    57.1       12.0     57.7    57.7    57.7    57.7         2.3         9.1         2.3

 60歳代:女性（n=203）       25.6       28.6     50.2    50.2    50.2    50.2       19.7     71.9    71.9    71.9    71.9         0.5         7.9         3.9

単位：％

性

別

男

性

・

年

代

別

女

性

・

年

代

別

 全体（n=1,258）

問 11 あなたは、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）がとれた暮らしのため
に、行政に求めることは何ですか。（〇は３つまで） 

仕事と生活の調和がとれた暮らしのために、行政に求めることについてみると、全体では「子育
て支援・介護支援の充実」が 63.2％と最も高く、次いで「企業に対するワーク・ライフ・バランス
の実現に向けた具体的な取り組みの啓発」が 52.8％となっています。 
男女別にみると、男女とも「子育て支援・介護支援の充実」が最も高くなっています。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で「子育て支援・介護支援の充実」が最も高くなっ

ています。 
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労

働

時

間

の

短

縮

や

フ

レ

ッ

ク

ス

タ

イ

ム

制

（

自

由

勤

務

時

間

制

）

を

導

入

す

る

女

性

が

働

く

こ

と

に

対

す

る

、

家

族

や

職

場

な

ど

周

囲

の

理

解

・

協

力

を

深

め

る

育

児

や

介

護

の

た

め

の

施

設

や

サ

ー

ビ

ス

を

充

実

す

る

就

職

情

報

の

提

供

や

技

能

習

得

研

修

の

開

催

な

ど

を

普

及

促

進

す

る

採

用

の

年

齢

制

限

の

廃

止

や

緩

和

を

促

進

す

る

結

婚

・

出

産

な

ど

に

よ

る

退

職

者

の

再

雇

用

制

度

を

普

及

促

進

す

る

企

業

が

中

途

採

用

を

推

進

す

る

リ

カ

レ

ン

ト

教

育

（

社

会

人

に

な

っ

て

か

ら

行

う

学

び

な

お

し

）

を

促

進

す

る

そ

の

他

特

に

な

い

不

明

・

無

回

答

  60.2  60.2  60.2  60.2     45.5   51.8  51.8  51.8  51.8      8.0     21.9     38.6     15.7      6.2      1.9      2.5      1.5

 男性（n=532）   56.4  56.4  56.4  56.4     43.4   52.8  52.8  52.8  52.8      5.6     17.7     41.5     18.4      4.7      2.4      3.4      2.3

 女性（n=701）   63.1  63.1  63.1  63.1     47.4   51.2  51.2  51.2  51.2     10.0     24.8     36.8     14.0      7.3      1.6      1.7      0.7

 20歳代:男性（n=55）   60.0  60.0  60.0  60.0     49.1   56.4  56.4  56.4  56.4      7.3     20.0     40.0     14.5      1.8      1.8      1.8      1.8

 30歳代:男性（n=76）   65.8  65.8  65.8  65.8     46.1   56.6  56.6  56.6  56.6      5.3     14.5     43.4     17.1      3.9      1.3      1.3      1.3

 40歳代:男性（n=100）   56.0  56.0  56.0  56.0     47.0   56.0  56.0  56.0  56.0      6.0     20.0     41.0     18.0      6.0      5.0      2.0       0.0

 50歳代:男性（n=137）   47.4  47.4  47.4  47.4     38.0   47.4  47.4  47.4  47.4     10.2     16.1     41.6     21.9      5.1      3.6      5.8      1.5

 60歳代:男性（n=161）   58.4  58.4  58.4  58.4     43.5   52.2  52.2  52.2  52.2      1.2     18.6     42.2     18.0      5.0      0.6      3.1      5.0

 20歳代:女性（n=61）   68.9  68.9  68.9  68.9   49.2  49.2  49.2  49.2     47.5      6.6     18.0     37.7     13.1      9.8       0.0       0.0      3.3

 30歳代:女性（n=102）   79.4  79.4  79.4  79.4     48.0   50.0  50.0  50.0  50.0      7.8     10.8     47.1      9.8     10.8      1.0      1.0       0.0

 40歳代:女性（n=154）   64.3  64.3  64.3  64.3   49.4  49.4  49.4  49.4     44.8      8.4     24.0     36.4     13.6      7.8      4.5      1.9       0.0

 50歳代:女性（n=175）   60.6  60.6  60.6  60.6     42.3   50.3  50.3  50.3  50.3     14.3     30.3     32.6     12.6      7.4      1.1      2.3      1.1

 60歳代:女性（n=203）   55.2  55.2  55.2  55.2     48.8   57.6  57.6  57.6  57.6      9.4     30.0     36.5     17.2      4.4      0.5      2.0      0.5

単位：％

 全体（n=1,258）

性

別

男

性

・

年

代

別

女

性

・

年

代

別

問 12 あなたは、出産や子育て等に専念するためいったん退職した女性が再就職するため
には、何が効果的だと思いますか。（〇は３つまで） 

出産や子育て等に専念するためいったん退職した女性が再就職するために効果的なことについ
てみると、全体では「労働時間の短縮やフレックスタイム制（自由勤務時間制）を導入する」が 60.2％
と最も高く、次いで「育児や介護のための施設やサービスを充実する」が 51.8％となっています。 
男女別にみると、男女とも「労働時間の短縮やフレックスタイム制（自由勤務時間制）を導入す

る」が最も高くなっています。 
性・年代別にみると、40歳代、50 歳代男性では「労働時間の短縮やフレックスタイム制（自由勤
務時間制）を導入する」、「育児や介護のための施設やサービスを充実する」、60 歳代女性では「育
児や介護のための施設やサービスを充実する」、その他の性・年代では「労働時間の短縮やフレック
スタイム制（自由勤務時間制）を導入する」が最も高くなっています。 
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女

性

が

働

く

こ

と

に

対

す

る

、

家

族

や

職

場

な

ど

周

囲

の

理

解

・

協

力

を

深

め

る

賃

金

の

男

女

格

差

を

改

め

る

昇

進

・

昇

格

の

男

女

格

差

を

改

め

る 残

業

や

休

日

出

勤

が

で

き

な

い

こ

と

で

不

利

益

な

扱

い

を

し

な

い

女

性

の

自

己

啓

発

の

充

実

を

図

り

、

就

業

意

欲

を

高

め

る

女

性

自

身

の

考

え

方

を

改

革

す

る

テ

レ

ワ

ー

ク

の

充

実

を

図

る

育

児

休

業

や

短

時

間

制

度

な

ど

の

仕

事

と

家

庭

の

両

立

が

で

き

る

制

度

を

充

実

す

る

男

性

の

家

事

・

育

児

・

介

護

な

ど

へ

の

参

加

を

促

す

育

児

や

介

護

の

た

め

の

施

設

や

サ

ー

ビ

ス

を

充

実

す

る

そ

の

他

不

明

・

無

回

答

  52.0  52.0  52.0  52.0     16.9     10.7     51.7      5.6      5.5     10.3   57.2  57.2  57.2  57.2     22.7     25.7      3.1      1.8

 男性（n=532）   51.5  51.5  51.5  51.5     15.0     12.2     48.5      7.1      6.6     13.3   55.8  55.8  55.8  55.8     17.5     22.4      3.9      2.4

 女性（n=701）     52.5     18.3      9.6   53.9  53.9  53.9  53.9      4.6      4.7      8.1   58.3  58.3  58.3  58.3     26.5     28.1      2.6      1.3

 20歳代:男性（n=55）   52.7  52.7  52.7  52.7     18.2     12.7   52.7  52.7  52.7  52.7      9.1      1.8     18.2   58.2  58.2  58.2  58.2     14.5     21.8      3.6      1.8

 30歳代:男性（n=76）   55.3  55.3  55.3  55.3      9.2      9.2     52.6      6.6      6.6     17.1   67.1  67.1  67.1  67.1     22.4     17.1       0.0      1.3

 40歳代:男性（n=100）   52.0  52.0  52.0  52.0     14.0     10.0     49.0      5.0      7.0     14.0   61.0  61.0  61.0  61.0     19.0     19.0      8.0      1.0

 50歳代:男性（n=137）   43.8  43.8  43.8  43.8     12.4     12.4   43.8  43.8  43.8  43.8      8.8      8.8     12.4   53.3  53.3  53.3  53.3     17.5     25.5      5.8      1.5

 60歳代:男性（n=161）   55.9  55.9  55.9  55.9     19.9     14.9   49.1  49.1  49.1  49.1      6.2      5.6     10.6   49.1  49.1  49.1  49.1     15.5     24.8      1.9      4.3

 20歳代:女性（n=61）     49.2     26.2     16.4   57.4  57.4  57.4  57.4      3.3      1.6     14.8   65.6  65.6  65.6  65.6     18.0     21.3       0.0      1.6

 30歳代:女性（n=102）     50.0     20.6     13.7   59.8  59.8  59.8  59.8      4.9      2.9      9.8   58.8  58.8  58.8  58.8     25.5     23.5      5.9       0.0

 40歳代:女性（n=154）     48.1     15.6      9.1   51.9  51.9  51.9  51.9      2.6      5.8     10.4   59.7  59.7  59.7  59.7     29.9     26.0      4.5      1.3

 50歳代:女性（n=175）     48.6     17.7      7.4   53.1  53.1  53.1  53.1      4.0      6.9      6.3   58.3  58.3  58.3  58.3     28.6     32.6      1.7      1.7

 60歳代:女性（n=203）   61.1  61.1  61.1  61.1     16.7      7.9     52.2      6.9      3.9      5.4   54.7  54.7  54.7  54.7     25.1     30.5      1.0      1.5

性

別

男

性

・

年

代

別

女

性

・

年

代

別

単位：％

 全体（n=1,258）

問 13 あなたは、出産や子育て等により退職することなく、継続して女性が働くには、ど
のようなことが必要だと思いますか。（〇は３つまで） 

出産や子育て等により退職することなく、継続して女性が働くために必要なことについてみると、
全体では「育児休業や短時間制度などの仕事と家庭の両立ができる制度を充実する」が 57.2％と最
も高く、次いで「女性が働くことに対する、家族や職場など周囲の理解・協力を深める」が 52.0％
となっています。 
男女別にみると、男女とも「育児休業や短時間制度などの仕事と家庭の両立ができる制度を充実

する」が最も高くなっています。 
性・年代別にみると、男女とも 60 歳代では「女性が働くことに対する、家族や職場など周囲の
理解・協力を深める」、30歳代女性では「残業や休日出勤ができないことで不利益な扱いをしない」、
その他の性・年代では「育児休業や短時間制度などの仕事と家庭の両立ができる制度を充実する」
が最も高くなっています。 
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22.5 

13.6 

23.8 

17.8 

8.4 

10.9 

12.3 

15.6 

5.9 

7.4 

5.4 

6.5 

15.5 

22.2 

6.3 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)育児休業

(２)介護休業

全体（n=934）

取りやすい どちらかといえば取りやすい

どちらかといえば取りにくい 取りにくい

どちらともいえない 利用できる制度がない

わからない 不明・無回答

問 14 は、現在、働いている方におたずねします。 
問 14 あなたの職場では、有給休暇や育児・介護休業を取りやすい環境にありますか。 

（それぞれ１つに〇） 
有給休暇や育児・介護休業を取りやすい環境かについてみると、【（１）育児休業】では『取りや

すい』（「取りやすい」と「どちらかといえば取りやすい」の合計）は 46.3％と、【（２）介護休業】
の 31.4％を上回っています。一方、【（２）介護休業】では『取りにくい』（「取りにくい」と「どち
らかといえば取りにくい」の合計）は 26.5％と、【（１）育児休業】の 20.7％を上回っています。 
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22.5 

14.0 

29.6 

12.5 

12.3 

17.0 

12.5 

15.0 

34.8 

36.9 

36.5 

24.3 

21.5 

23.8 

21.9 

25.2 

28.1 

23.1 

21.6 

20.8 

20.4 

21.7 

25.0 

23.0 

29.4 

23.4 

8.4 

8.6 

8.2 

12.5 

10.8 

4.5 

9.2 

8.8 

8.7 

6.0 

8.7 

8.8 

8.4 

12.3 

18.1 

7.6 

18.8 

29.2 

22.7 

17.5 

8.8 

4.3 

11.9 

4.0 

6.6 

11.2 

5.9 

5.2 

6.2 

0.0 

6.2 

6.8 

6.7 

3.5 

10.9 

7.1 

4.8 

5.9 

5.6 

5.4 

6.0 

4.8 

3.1 

4.6 

9.1 

5.0 

6.2 

0.0 

6.0 

3.2 

6.6 

5.6 

15.5 

18.3 

13.3 

25.0 

12.3 

15.9 

21.7 

17.7 

17.4 

7.1 

16.7 

14.0 

12.1 

6.3 

7.9 

5.2 

0.0

1.5 

2.3 

6.7 

19.5 

2.2 

0.0

3.2 

4.4 

12.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=934）

男性（n=420）

女性（n=503）

20歳代:男性（n=32）

30歳代:男性（n=65）

40歳代:男性（n=88）

50歳代:男性（n=120）

60歳代:男性（n=113）

20歳代:女性（n=46）

30歳代:女性（n=84）

40歳代:女性（n=126）

50歳代:女性（n=136）

60歳代:女性（n=107）

取りやすい どちらかといえば取りやすい

どちらかといえば取りにくい 取りにくい

どちらともいえない 利用できる制度がない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（１）育児休業 
育児休業を取りやすい環境かについてみると、全体では「どちらかといえば取りやすい」が 23.8％

と最も高く、次いで「取りやすい」が 22.5％となっています。『取りやすい』は 46.3％、『取りにく
い』は 20.7％となっています。 
男女別にみると、女性では『取りやすい』が 54.8％と、男性と比べて 18.9ポイント高くなって

います。 
性・年代別にみると、30 歳代男性では『取りにくい』、その他の性・年代では『取りやすい』が

高くなっています。 
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13.6 

10.7 

15.9 

6.3 

6.2 

12.5 

10.8 

13.3 

13.0 

15.5 

19.8 

12.5 

17.8 

17.8 

15.2 

19.9 

15.6 

16.9 

14.8 

15.8 

13.3 

15.2 

20.2 

19.0 

20.6 

21.5 

10.9 

12.4 

9.5 

6.3 

15.4 

11.4 

12.5 

13.3 

8.7 

6.0 

9.5 

10.3 

11.2 

15.6 

18.6 

13.3 

18.8 

23.1 

20.5 

20.8 

12.4 

8.7 

14.3 

10.3 

16.9 

14.0 

7.4 

7.4 

7.2 

0.0 

9.2 

10.2 

8.3 

5.3 

8.7 

8.3 

3.2 

8.8 

8.4 

6.5 

7.4 

5.8 

6.3 

6.2 

10.2 

5.8 

8.0 

0.0 

4.8 

4.0 

7.4 

9.3 

22.2 

20.2 

24.1 

46.9 

20.0 

15.9 

19.2 

16.8 

43.5 

29.8 

30.2 

19.9 

10.3 

6.0 

8.1 

4.4 

0.0

3.1 

4.5 

6.7 

17.7 

2.2 

1.2 

4.0 

3.7 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=934）

男性（n=420）

女性（n=503）

20歳代:男性（n=32）

30歳代:男性（n=65）

40歳代:男性（n=88）

50歳代:男性（n=120）

60歳代:男性（n=113）

20歳代:女性（n=46）

30歳代:女性（n=84）

40歳代:女性（n=126）

50歳代:女性（n=136）

60歳代:女性（n=107）

取りやすい どちらかといえば取りやすい

どちらかといえば取りにくい 取りにくい

どちらともいえない 利用できる制度がない

わからない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（２）介護休業 
介護休業を取りやすい環境かについてみると、全体では「わからない」が 22.2％と最も高く、次

いで「どちらかといえば取りやすい」が 17.8％となっています。『取りやすい』は 31.4％、『取りに
くい』は 26.5％となっています。 
男女別にみると、女性では『取りやすい』が 35.8％と、男性と比べて 9.9ポイント高くなってい

ます。 
性・年代別にみると、男女とも 20 歳代では「わからない」、30 歳代～50 歳代男性では『取りに

くい』、30 歳代以上の女性では『取りやすい』が高くなっています。 
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職

場

に

お

け

る

育

児

休

業

・

介

護

休

業

制

度

の

整

備

育

児

休

業

・

介

護

休

業

を

取

り

や

す

い

職

場

の

雰

囲

気

の

醸

成

上

司

や

同

僚

等

の

理

解

・

協

力

賃

金

や

昇

格

、

復

帰

後

の

仕

事

の

保

障

育

児

休

業

・

介

護

休

業

の

取

得

が

マ

イ

ナ

ス

に

な

ら

な

い

人

事

評

価

制

度

の

確

立

休

業

者

を

カ

バ

ー

で

き

る

人

員

体

制

の

整

備

育

児

休

業

・

介

護

休

業

取

得

に

対

す

る

配

偶

者

や

周

囲

の

理

解

「

男

は

仕

事

、

女

は

家

事

・

育

児

」

と

い

う

固

定

的

な

性

別

役

割

分

担

意

識

の

解

消

担

当

業

務

が

ス

ム

ー

ズ

に

引

継

ぎ

が

で

き

る

体

制

づ

く

り

そ

の

他

特

に

な

い

不

明

・

無

回

答

  46.3  46.3  46.3  46.3   45.3  45.3  45.3  45.3     45.0     21.7     20.9     42.8      7.0     14.3     13.8      1.8      2.0      2.4

 男性（n=532）   48.1  48.1  48.1  48.1     40.8   43.6  43.6  43.6  43.6     21.4     19.7     39.8      5.8     12.2     13.2      2.8      3.0      3.2

 女性（n=701）     44.7   49.1  49.1  49.1  49.1   45.4  45.4  45.4  45.4     22.3     22.0   45.4  45.4  45.4  45.4      7.8     15.5     14.4      1.0      1.3      1.6

 20歳代:男性（n=55）   45.5  45.5  45.5  45.5     43.6   47.3  47.3  47.3  47.3     30.9     23.6     36.4      5.5     18.2     12.7       0.0       0.0      5.5

 30歳代:男性（n=76）     43.4   55.3  55.3  55.3  55.3   51.3  51.3  51.3  51.3     23.7     17.1     39.5      9.2     17.1     17.1       0.0       0.0       0.0

 40歳代:男性（n=100）   53.0  53.0  53.0  53.0     41.0   49.0  49.0  49.0  49.0     17.0     19.0   49.0  49.0  49.0  49.0      4.0      9.0      9.0      6.0      1.0       0.0

 50歳代:男性（n=137）   41.6  41.6  41.6  41.6   38.7  38.7  38.7  38.7   38.7  38.7  38.7  38.7     22.6     20.4     38.0      3.6      8.8     16.1      5.1      4.4      2.2

 60歳代:男性（n=161）   54.7  54.7  54.7  54.7     35.4   40.4  40.4  40.4  40.4     19.3     19.9     37.9      7.5     12.4     11.8      0.6      5.0      6.2

 20歳代:女性（n=61）   47.5  47.5  47.5  47.5   60.7  60.7  60.7  60.7     44.3     23.0     23.0     37.7      6.6     18.0     18.0       0.0      1.6      1.6

 30歳代:女性（n=102）     40.2   61.8  61.8  61.8  61.8     47.1     26.5     25.5   49.0  49.0  49.0  49.0      5.9     13.7      8.8      1.0       0.0       0.0

 40歳代:女性（n=154）     39.0     45.5   46.1  46.1  46.1  46.1     24.0     19.5   54.5  54.5  54.5  54.5      6.5     15.6     16.9      1.9      1.3      1.3

 50歳代:女性（n=175）     46.9   47.4  47.4  47.4  47.4   48.0  48.0  48.0  48.0     19.4     22.3     44.0      7.4     13.7     13.1       0.0      2.3      1.7

 60歳代:女性（n=203）   48.8  48.8  48.8  48.8   42.9  42.9  42.9  42.9     41.4     21.2     21.2     40.9     10.8     16.7     15.3      1.5      1.0      2.5

性

別

男

性

・

年

代

別

女

性

・

年

代

別

 全体（n=1,258）

単位：％

問 15 あなたは、男女ともに育児・介護休業を取りやすくするためには、何が必要だと思
いますか。（〇は３つまで） 

男女ともに育児・介護休業を取りやすくするために必要なことについてみると、全体では「職場
における育児休業・介護休業制度の整備」が 46.3％と最も高く、次いで「育児休業・介護休業を取
りやすい職場の雰囲気の醸成」が 45.3％となっています。 
男女別にみると、男性では「職場における育児休業・介護休業制度の整備」、女性では「育児休

業・介護休業を取りやすい職場の雰囲気の醸成」が最も高くなっています。 
性・年代別にみると、20歳代男性、50 歳代女性では「上司や同僚等の理解・協力」、20 歳代女性、

男女とも 30 歳代では「育児休業・介護休業を取りやすい職場の雰囲気の醸成」、40 歳代女性では
「休業者をカバーできる人員体制の整備」、その他の性・年代では「職場における育児休業・介護休
業制度の整備」が最も高くなっています。 
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9.6 

7.7 

4.2 

5.2 

2.9 

4.8 

3.6 

4.0 

84.3 

84.2 

88.6 

86.9 

3.2 

3.3 

3.7 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き

飛ばしたりするなどの身体に対する暴行を受けた

(２)人格を否定するような暴言や交友関係を細かく

監視するなどの精神的な嫌がらせを受けた、あるい

は、あなた若しくはあなたの家族に危害を加えられる

のではないかと恐怖を感じるような脅迫を受けた

(３)生活費を充分渡さない、借金を強いる、

収入を教えない、家計に厳しく口を出す、などされた

(４)いやがっているのに性的な行為を強要、

また、避妊をしないということがあった

全体（n=1,258）

１、２度あった 何度もあった まったくない

不明・無回答

４ 人権（ＤＶなど）に関することについて 
問 16 あなたは、これまでに配偶者や恋人等親密な関係にあるパートナーから、次のよう

なことをされたことがありますか。（それぞれ１つに〇） 
ＤＶ経験の有無についてみると、すべての項目において「まったくない」が最も高くなっていま

すが、【(１)なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴
行を受けた】【(２)人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視するなどの精神的な嫌がら
せを受けた、あるいは、あなた若しくはあなたの家族に危害を加えられるのではないかと恐怖を感
じるような脅迫を受けた】では『あった』（「１、２度あった」と「何度もあった」の合計）が１割
台となっています。 
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9.6 

6.0 

12.7 

3.6 

2.6 

8.0 

8.0 

5.6 

9.8 

8.8 

12.3 

15.4 

13.3 

2.9 

1.9 

3.6 

1.8 

3.9 

1.0 

0.7 

2.5 

4.9 

0.0 

3.2 

5.7 

3.4 

84.3 

87.2 

82.0 

87.3 

93.4 

91.0 

87.6 

81.4 

85.2 

91.2 

83.1 

77.7 

79.3 

3.2 

4.9 

1.7 

7.3 

0.0 

0.0 

3.6 

10.6 

0.0 

0.0 

1.3 

1.1 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

男性（n=532）

女性（n=701）

20歳代:男性（n=55）

30歳代:男性（n=76）

40歳代:男性（n=100）

50歳代:男性（n=137）

60歳代:男性（n=161）

20歳代:女性（n=61）

30歳代:女性（n=102）

40歳代:女性（n=154）

50歳代:女性（n=175）

60歳代:女性（n=203）

１、２度あった 何度もあった まったくない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（１）なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対す
る暴行を受けた 

身体的ＤＶの経験についてみると、全体では「まったくない」が 84.3％と最も高く、次いで「１、
２度あった」が 9.6％となっています。『あった』は 12.5％となっています。 
男女別にみると、女性では『あった』が 16.3％と、男性と比べて 8.4 ポイント高くなっていま

す。 
性・年代別にみると、20歳代、40 歳代以上の女性では『あった』が１割以上となっており、特に

50 歳代女性では 21.1％と高くなっています。 
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7.7 

4.3 

10.6 

0.0 

6.6 

2.0 

5.1 

5.6 

8.2 

5.9 

11.0 

14.3 

9.9 

4.8 

3.4 

5.7 

5.5 

3.9 

3.0 

2.2 

3.7 

4.9 

2.0 

5.8 

8.6 

5.4 

84.2 

87.2 

81.9 

87.3 

88.2 

95.0 

89.1 

80.1 

86.9 

92.2 

80.5 

76.0 

81.3 

3.3 

5.1 

1.9 

7.3 

1.3 

0.0 

3.6 

10.6 

0.0 

0.0 

2.6 

1.1 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

男性（n=532）

女性（n=701）

20歳代:男性（n=55）

30歳代:男性（n=76）

40歳代:男性（n=100）

50歳代:男性（n=137）

60歳代:男性（n=161）

20歳代:女性（n=61）

30歳代:女性（n=102）

40歳代:女性（n=154）

50歳代:女性（n=175）

60歳代:女性（n=203）

１、２度あった 何度もあった まったくない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（２）人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視するなどの精神的な嫌がらせを
受けた、あるいは、あなた若しくはあなたの家族に危害を加えられるのではないか
と恐怖を感じるような脅迫を受けた 

精神的ＤＶの経験についてみると、全体では「まったくない」が 84.2％と最も高く、次いで「１、
２度あった」が 7.7％となっています。『あった』は 12.5％となっています。 
男女別にみると、女性では『あった』が 16.3％と、男性と比べて 8.6 ポイント高くなっていま

す。 
性・年代別にみると、30 歳代男性、20 歳代、40 歳代以上の女性では『あった』が１割以上とな

っており、特に 50 歳代女性では 22.9％と高くなっています。 
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4.2 

1.5 

6.4 

0.0 

3.9 

2.0 

1.5 

0.6 

3.3 

1.0 

7.8 

8.6 

7.4 

3.6 

2.4 

4.6 

7.3 

1.3 

2.0 

2.2 

1.9 

3.3 

2.9 

4.5 

5.1 

5.4 

88.6 

90.6 

86.9 

85.5 

93.4 

96.0 

92.7 

85.7 

93.4 

96.1 

85.7 

84.6 

82.8 

3.7 

5.5 

2.1 

7.3 

1.3 

0.0 

3.6 

11.8 

0.0 

0.0 

1.9 

1.7 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

男性（n=532）

女性（n=701）

20歳代:男性（n=55）

30歳代:男性（n=76）

40歳代:男性（n=100）

50歳代:男性（n=137）

60歳代:男性（n=161）

20歳代:女性（n=61）

30歳代:女性（n=102）

40歳代:女性（n=154）

50歳代:女性（n=175）

60歳代:女性（n=203）

１、２度あった 何度もあった まったくない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（３）生活費を充分渡さない、借金を強いる、収入を教えない、家計に厳しく口を出す、
などされた 

金銭的ＤＶの経験についてみると、全体では「まったくない」が 88.6％と最も高く、次いで「１、
２度あった」が 4.2％となっています。『あった』は 7.8％となっています。 
男女別にみると、女性では『あった』が 11.0％と、男性と比べて 7.1 ポイント高くなっていま

す。 
性・年代別にみると、40 歳代以上の女性では『あった』が１割以上となっています。 
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5.2 

1.7 

8.0 

0.0 

0.0 

2.0 

2.9 

1.9 

4.9 

6.9 

4.5 

8.6 

11.3 

4.0 

0.9 

6.3 

1.8 

1.3 

0.0 

0.0 

1.9 

6.6 

2.9 

7.8 

8.6 

4.4 

86.9 

91.4 

83.6 

90.9 

97.4 

98.0 

92.7 

83.2 

88.5 

89.2 

86.4 

81.1 

79.8 

3.9 

6.0 

2.1 

7.3 

1.3 

0.0 

4.4 

13.0 

0.0 

1.0 

1.3 

1.7 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,258）

男性（n=532）

女性（n=701）

20歳代:男性（n=55）

30歳代:男性（n=76）

40歳代:男性（n=100）

50歳代:男性（n=137）

60歳代:男性（n=161）

20歳代:女性（n=61）

30歳代:女性（n=102）

40歳代:女性（n=154）

50歳代:女性（n=175）

60歳代:女性（n=203）

１、２度あった 何度もあった まったくない 不明・無回答

性
別

性
別

性
別

性
別

男
性

男
性

男
性

男
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

女
性

女
性

女
性

女
性

・・ ・・
年
代
別

年
代
別

年
代
別

年
代
別

全
体

全
体

全
体

全
体

（４）いやがっているのに性的な行為を強要、また、避妊をしないということがあった 
性的ＤＶの経験についてみると、全体では「まったくない」が 86.9％と最も高く、次いで「１、

２度あった」が 5.2％となっています。『あった』は 9.2％となっています。 
男女別にみると、女性では『あった』が 14.3％と、男性と比べて 11.7ポイント高くなっていま

す。 
性・年代別にみると、20 歳代、40 歳代以上の女性では『あった』が１割以上となっています。 
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（

誰

）
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相
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に

相

談

し

た

民

間

の

機

関
（

弁

護

士

等
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談
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・
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談
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族

・
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し
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友

人

・

知

人
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談

し

た

そ

の

他

不

明

・

無

回

答

  55.5  55.5  55.5  55.5      3.9      3.1      2.0      2.3     22.7   24.2  24.2  24.2  24.2      2.0      3.1

 男性（n=66）   60.6  60.6  60.6  60.6      3.0      1.5       0.0      1.5     15.2   19.7  19.7  19.7  19.7      3.0      6.1

 女性（n=187）   53.5  53.5  53.5  53.5      3.7      3.7      2.7      2.7     25.1   26.2  26.2  26.2  26.2      1.6      2.1

 20歳代:男性（n=4）   50.0  50.0  50.0  50.0     25.0     25.0       0.0       0.0   50.0  50.0  50.0  50.0     25.0       0.0       0.0

 30歳代:男性（n=10）   50.0  50.0  50.0  50.0       0.0       0.0       0.0       0.0     10.0   50.0  50.0  50.0  50.0       0.0     10.0

 40歳代:男性（n=13）   61.5  61.5  61.5  61.5       0.0       0.0       0.0       0.0   23.1  23.1  23.1  23.1     15.4       0.0       0.0

 50歳代:男性（n=17）   64.7  64.7  64.7  64.7       0.0       0.0       0.0      5.9      5.9   17.6  17.6  17.6  17.6      5.9      5.9

 60歳代:男性（n=22）   63.6  63.6  63.6  63.6      4.5       0.0       0.0       0.0   13.6  13.6  13.6  13.6      9.1      4.5      9.1

 20歳代:女性（n=12）     41.7       0.0       0.0       0.0       0.0   50.0  50.0  50.0  50.0   58.3  58.3  58.3  58.3       0.0       0.0

 30歳代:女性（n=20）   55.0  55.0  55.0  55.0       0.0       0.0       0.0       0.0     15.0   25.0  25.0  25.0  25.0       0.0      5.0

 40歳代:女性（n=38）   47.4  47.4  47.4  47.4      5.3      7.9      5.3      7.9     26.3   28.9  28.9  28.9  28.9       0.0       0.0

 50歳代:女性（n=58）   50.0  50.0  50.0  50.0      5.2      6.9      1.7      3.4   25.9  25.9  25.9  25.9   25.9  25.9  25.9  25.9      1.7       0.0

 60歳代:女性（n=57）   63.2  63.2  63.2  63.2      3.5       0.0      3.5       0.0   21.1  21.1  21.1  21.1     19.3      3.5      5.3

性

別

男

性

・

年

代

別

女

性

・

年

代

別

単位：％

 全体（n=256）

問 16 で１つでも「１、２度あった」または「何度もあった」と回答された方におたずねします。 
問 17 それらの行為について、誰かに打ち明けたり相談したりしましたか。 

（あてはまるものすべてに〇） 
ＤＶ被害を誰かに打ち明けたり相談したりしたかについてみると、全体では「どこ（誰）にも相
談しなかった」が 55.5％と最も高く、次いで「友人・知人に相談した」が 24.2％となっています。 
男女別にみると、男女とも「どこ（誰）にも相談しなかった」が最も高くなっています。 
性・年代別にみると、30歳代男性では「どこ（誰）にも相談しなかった」、「友人・知人に相談し

た」、20歳代女性では「友人・知人に相談した」、その他の性・年代では「どこ（誰）にも相談しな
かった」が最も高くなっています。 
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の

他
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・

無

回

答

    14.8      7.7     16.2   42.3  42.3  42.3  42.3      5.6      3.5      16.9     18.3   31.7  31.7  31.7  31.7      7.0      1.4

 男性（n=40）     10.0     10.0      7.5   27.5  27.5  27.5  27.5      2.5       0.0      12.5   27.5  27.5  27.5  27.5   40.0  40.0  40.0  40.0     10.0      2.5

 女性（n=100）     17.0      6.0     20.0   49.0  49.0  49.0  49.0      7.0      5.0      18.0     14.0   29.0  29.0  29.0  29.0      6.0      1.0

 20歳代:男性（n=2）   50.0  50.0  50.0  50.0       0.0       0.0       0.0       0.0       0.0  100.0 100.0 100.0 100.0   50.0  50.0  50.0  50.0       0.0       0.0       0.0

 30歳代:男性（n=5）       0.0       0.0       0.0   40.0  40.0  40.0  40.0       0.0       0.0        0.0   40.0  40.0  40.0  40.0   60.0  60.0  60.0  60.0     20.0       0.0

 40歳代:男性（n=8）       0.0       0.0       0.0   25.0  25.0  25.0  25.0       0.0       0.0        0.0   25.0  25.0  25.0  25.0   62.5  62.5  62.5  62.5     12.5       0.0

 50歳代:男性（n=11）      9.1      9.1   27.3  27.3  27.3  27.3     18.2       0.0       0.0      18.2   27.3  27.3  27.3  27.3   27.3  27.3  27.3  27.3     18.2       0.0

 60歳代:男性（n=14）     14.3     21.4       0.0   35.7  35.7  35.7  35.7      7.1       0.0       7.1     21.4   35.7  35.7  35.7  35.7       0.0      7.1

 20歳代:女性（n=5）       0.0       0.0       0.0   80.0  80.0  80.0  80.0       0.0       0.0    20.0   20.0   20.0   20.0   20.0  20.0  20.0  20.0   20.0  20.0  20.0  20.0       0.0       0.0

 30歳代:女性（n=11）      9.1       0.0     27.3   63.6  63.6  63.6  63.6       0.0       0.0      27.3     27.3   54.5  54.5  54.5  54.5      9.1       0.0

 40歳代:女性（n=18）     11.1       0.0     11.1   50.0  50.0  50.0  50.0       0.0     11.1       5.6      5.6   33.3  33.3  33.3  33.3      5.6       0.0

 50歳代:女性（n=29）   24.1  24.1  24.1  24.1     13.8     17.2   44.8  44.8  44.8  44.8     13.8      6.9      20.7     17.2     17.2     10.3       0.0

 60歳代:女性（n=36）     19.4      5.6     25.0   44.4  44.4  44.4  44.4      8.3      2.8      19.4     11.1   30.6  30.6  30.6  30.6      2.8      2.8

性

別

男

性

・

年

代

別

女

性

・

年

代

別

単位：％

 全体（n=142）

問 17 で「どこ（誰）にも相談しなかった」と回答された方におたずねします。 
問 18 どこ（誰）にも相談しなかったのは、なぜですか。（あてはまるものすべてに〇） 
どこ（誰）にも相談しなかった理由についてみると、全体では「相談しても無駄だと思ったから」

が 42.3％と最も高く、次いで「相談するほどのことではないと思ったから」が 31.7％となってい
ます。 
男女別にみると、男性では「相談するほどのことではないと思ったから」、女性では「相談しても

無駄だと思ったから」が最も高くなっています。 
性・年代別にみると、50歳代男性では「恥ずかしくて誰にも言えなかったから」、「自分にも悪い

ところがあると思ったから」、「相談するほどのことではないと思ったから」、60 歳代男性では「相
談しても無駄だと思ったから」、「相談するほどのことではないと思ったから」、30 歳代以上の女性
では「相談しても無駄だと思ったから」が最も高くなっています。 
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の

他

不

明

・

無

回

答

  19.2  19.2  19.2  19.2     12.3   20.0  20.0  20.0  20.0      5.8     12.0     12.0      1.4      2.4     14.9

 男性（n=532）   21.1  21.1  21.1  21.1     11.5   19.4  19.4  19.4  19.4      5.6     11.3     10.5      1.5      2.8     16.4

 女性（n=701）   18.0  18.0  18.0  18.0     13.0   20.5  20.5  20.5  20.5      5.8     12.7     13.3      1.1      2.1     13.4

 20歳代:男性（n=55）   20.0  20.0  20.0  20.0      7.3   18.2  18.2  18.2  18.2      7.3     10.9     12.7      1.8       0.0     21.8

 30歳代:男性（n=76）   17.1  17.1  17.1  17.1     13.2   17.1  17.1  17.1  17.1      5.3   17.1  17.1  17.1  17.1   22.4  22.4  22.4  22.4       0.0       0.0      7.9

 40歳代:男性（n=100）   21.0  21.0  21.0  21.0     11.0   24.0  24.0  24.0  24.0      5.0     13.0     10.0      1.0      5.0     10.0

 50歳代:男性（n=137）   22.6  22.6  22.6  22.6     11.7   16.8  16.8  16.8  16.8      7.3      8.0      9.5      2.2      4.4     17.5

 60歳代:男性（n=161）   22.4  22.4  22.4  22.4     12.4   19.3  19.3  19.3  19.3      4.3     10.6      5.6      1.9      2.5     21.1

 20歳代:女性（n=61）   16.4  16.4  16.4  16.4   14.8  14.8  14.8  14.8     11.5      8.2   14.8  14.8  14.8  14.8     11.5       0.0      1.6     21.3

 30歳代:女性（n=102）   18.6  18.6  18.6  18.6      6.9     15.7      2.9     17.6   22.5  22.5  22.5  22.5       0.0      2.0     13.7

 40歳代:女性（n=154）     14.9     13.0   17.5  17.5  17.5  17.5      9.1     12.3   16.9  16.9  16.9  16.9      1.3      1.9     13.0

 50歳代:女性（n=175）   14.9  14.9  14.9  14.9     12.6   26.9  26.9  26.9  26.9      4.6     12.6     14.3      2.3      1.1     10.9

 60歳代:女性（n=203）   23.2  23.2  23.2  23.2     15.8   22.2  22.2  22.2  22.2      4.9     10.3      5.9      1.0      3.4     13.3

性

別

男

性

・

年

代

別

女

性

・

年

代

別

単位：％

 全体（n=1,258）

問 19 ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）を防ぐため、どのような取り組みがもっと
も重要だと思いますか。（１つに〇） 

ＤＶを防ぐために重要な取り組みについてみると、全体では「被害者が家庭内のことを打ち明け
られる相談体制を整備する」が 20.0％と最も高く、次いで「被害者が援助を求めやすくするため、
情報提供体制を充実させる」が 19.2％となっています。 
男女別にみると、男性では「被害者が援助を求めやすくするため、情報提供体制を充実させる」、

女性では「被害者が家庭内のことを打ち明けられる相談体制を整備する」が最も高くなっています。 
性・年代別にみると、男女とも 30 歳代では「被害者自身がＤＶを受けていると認識できる仕組

みづくり」、男女とも 40歳代、50 歳代女性では「被害者が家庭内のことを打ち明けられる相談体制
を整備する」、その他の性・年代では「被害者が援助を求めやすくするため、情報提供体制を充実さ
せる」が最も高くなっています。 
 
 
 
 
 
  



80 

５ 女性の活躍推進・男女共同参画社会づくりについて 
問 20 あなたは、男女共同参画社会の形成のため、女性が企画や方針を決定していくよう

な場をはじめ、社会のあらゆる分野にもっと参画していくためには、どのようなこ
とが重要だと思いますか。（〇は３つまで） 

社会のあらゆる分野で女性の参画を促進するために重要なことについてみると、全体では「男性・
女性両方の意識を高め、偏見、固定的な社会通念、慣習、しきたりを改善する」が 47.7％と最も高
く、次いで「家庭、職場、地域における性別による役割分担や性差別の意識を改める」が 36.2％と
なっています。 
男女別にみると、男女とも「男性・女性両方の意識を高め、偏見、固定的な社会通念、慣習、し

きたりを改善する」が最も高くなっています。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で「男性・女性両方の意識を高め、偏見、固定的な

社会通念、慣習、しきたりを改善する」が最も高くなっています。 
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  36.2  36.2  36.2  36.2     22.7     21.7     14.5      8.8     11.4   47.7  47.7  47.7  47.7     14.6     21.5      8.7

 男性（n=532）   35.9  35.9  35.9  35.9     20.5     21.6     12.4      9.0     10.9   45.7  45.7  45.7  45.7     17.1     16.7      8.3

 女性（n=701）   36.5  36.5  36.5  36.5     25.0     21.7     15.5      8.6     12.0   49.9  49.9  49.9  49.9     12.8     24.7      8.6

 20歳代:男性（n=55）   36.4  36.4  36.4  36.4     20.0     16.4      7.3     14.5      7.3   38.2  38.2  38.2  38.2     18.2     25.5      5.5

 30歳代:男性（n=76）   36.8  36.8  36.8  36.8     13.2     32.9     11.8     15.8     15.8   44.7  44.7  44.7  44.7     19.7     10.5      7.9

 40歳代:男性（n=100）   34.0  34.0  34.0  34.0     19.0     18.0     11.0      6.0     12.0   48.0  48.0  48.0  48.0     20.0     17.0      9.0

 50歳代:男性（n=137）   36.5  36.5  36.5  36.5     16.8     18.2     13.1      8.8     10.2   44.5  44.5  44.5  44.5     17.5     19.7      7.3

 60歳代:男性（n=161）   36.0  36.0  36.0  36.0     28.6     23.6     14.3      6.2      9.9   49.1  49.1  49.1  49.1     13.0     14.3      9.3

 20歳代:女性（n=61）   37.7  37.7  37.7  37.7     21.3     19.7     16.4      8.2      9.8   52.5  52.5  52.5  52.5     21.3     24.6     13.1

 30歳代:女性（n=102）   38.2  38.2  38.2  38.2     23.5     23.5     11.8      9.8      9.8   46.1  46.1  46.1  46.1     22.5     30.4      7.8

 40歳代:女性（n=154）   35.7  35.7  35.7  35.7     24.7     22.1     11.0      9.7     14.3   46.1  46.1  46.1  46.1     10.4     24.7      9.1

 50歳代:女性（n=175）   37.1  37.1  37.1  37.1     28.0     21.1     16.0      8.6     10.3   50.9  50.9  50.9  50.9     12.6     26.9      6.3

 60歳代:女性（n=203）   35.5  35.5  35.5  35.5     23.6     20.7     20.2      7.4     13.8   53.2  53.2  53.2  53.2      7.9     20.2      8.9
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い
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・
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答

    12.8      1.7      2.5      4.8      3.8

 男性（n=532）     12.8      2.1      3.0      5.5      4.5

 女性（n=701）     12.8      1.4      2.3      4.4      2.9

 20歳代:男性（n=55）     10.9       0.0       0.0     16.4      3.6

 30歳代:男性（n=76）     17.1      1.3      3.9       0.0      3.9

 40歳代:男性（n=100）     13.0      4.0      2.0      3.0      5.0

 50歳代:男性（n=137）     13.1      2.2      5.1      7.3      1.5

 60歳代:男性（n=161）     11.2      1.2      1.9      4.3      7.5

 20歳代:女性（n=61）     24.6      1.6       0.0       0.0      1.6

 30歳代:女性（n=102）      7.8      1.0      2.0      3.9      1.0

 40歳代:女性（n=154）     20.1      1.3      2.6      3.2      3.2

 50歳代:女性（n=175）      8.6      2.9      2.3      4.0      1.7

 60歳代:女性（n=203）     10.3      0.5      3.0      6.9      4.9
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年

代

別

単位：％

 全体（n=1,258）

性

別

単位：％

 全体（n=1,258）
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問 21 女性活躍推進・男女共同参画社会の実現を目指して、佐世保市はどのようなことに
力を入れていくべきだと思いますか。（〇は３つまで） 

女性活躍推進・男女共同参画社会の実現のために、佐世保市が力を入れていくべきことについて
みると、全体では「子育てや介護の負担を軽くするため、それぞれに関する施設や制度を充実させ
る」が 47.5％と最も高く、次いで「長時間労働の見直しなど、仕事以外の時間を確保できるような
取り組みを進める」が 31.7％となっています。 
男女別にみると、男女とも「子育てや介護の負担を軽くするため、それぞれに関する施設や制度

を充実させる」が最も高くなっています。 
性・年代別にみると、20歳代男性では「長時間労働の見直しなど、仕事以外の時間を確保できる
ような取り組みを進める」、その他の性・年代では「子育てや介護の負担を軽くするため、それぞれ
に関する施設や制度を充実させる」が最も高くなっています。 
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      20.6       28.4       19.1       19.2         7.6     47.5    47.5    47.5    47.5         5.2     31.7    31.7    31.7    31.7       21.1         8.3

 男性（n=532）       25.4       21.8       21.6       14.3         7.7     41.7    41.7    41.7    41.7         5.3     32.9    32.9    32.9    32.9       20.5         8.3

 女性（n=701）       17.1     33.7    33.7    33.7    33.7       17.1       23.1         7.3     52.1    52.1    52.1    52.1         5.0       30.7       22.0         8.3

 20歳代:男性（n=55）       18.2       14.5       10.9       18.2         3.6     47.3    47.3    47.3    47.3         5.5     58.2    58.2    58.2    58.2       30.9         3.6

 30歳代:男性（n=76）       23.7       26.3       22.4       15.8         9.2     48.7    48.7    48.7    48.7         2.6     40.8    40.8    40.8    40.8       21.1       10.5

 40歳代:男性（n=100）       26.0       20.0       18.0       12.0         6.0     40.0    40.0    40.0    40.0         3.0     38.0    38.0    38.0    38.0       20.0         7.0

 50歳代:男性（n=137）       22.6       24.1       21.2         9.5       10.2     40.1    40.1    40.1    40.1         8.0     25.5    25.5    25.5    25.5       20.4       11.7

 60歳代:男性（n=161）     30.4    30.4    30.4    30.4       21.7       27.3       17.4         7.5     39.8    39.8    39.8    39.8         5.6       24.2       17.4         6.8

 20歳代:女性（n=61）       14.8       26.2       18.0       24.6         8.2     57.4    57.4    57.4    57.4         3.3     37.7    37.7    37.7    37.7       27.9       11.5

 30歳代:女性（n=102）       15.7       37.3       17.6       21.6         5.9     52.9    52.9    52.9    52.9         3.9     48.0    48.0    48.0    48.0       15.7         5.9

 40歳代:女性（n=154）       13.6       35.7       20.1       22.1       11.0     46.8    46.8    46.8    46.8         2.6     39.6    39.6    39.6    39.6       14.9         8.4

 50歳代:女性（n=175）       20.6     33.7    33.7    33.7    33.7       13.7       25.1         6.9     50.3    50.3    50.3    50.3         5.7       24.6       24.6         9.1

 60歳代:女性（n=203）       18.7     32.5    32.5    32.5    32.5       17.7       21.7         4.9     55.2    55.2    55.2    55.2         5.9       18.7       26.1         7.9

セ

ク

ハ

ラ

や

Ｄ

Ｖ

の

根

絶

と

被

害

者

に

対

す

る

支

援

を

充

実

さ

せ

る

事

業

主

等

へ

の

育

児

休

業

や

介

護

休

業

等

の

制

度

の

周

知

を

図

る

そ

の

他

不

明

・

無

回

答

        9.0       17.2         2.6         5.7

 男性（n=532）       12.0       16.4         4.9         6.4

 女性（n=701）         6.6       17.5         1.0         5.0

 20歳代:男性（n=55）       12.7       12.7         1.8         7.3

 30歳代:男性（n=76）         7.9       18.4         3.9         3.9

 40歳代:男性（n=100）         8.0       17.0         7.0         5.0

 50歳代:男性（n=137）       15.3       16.8         5.8         3.6

 60歳代:男性（n=161）       13.7       16.1         4.3         9.9

 20歳代:女性（n=61）         8.2       13.1         1.6         1.6

 30歳代:女性（n=102）       10.8       20.6          0.0         2.0

 40歳代:女性（n=154）         5.2       17.5         0.6         5.8

 50歳代:女性（n=175）         6.3       18.9         0.6         3.4

 60歳代:女性（n=203）         5.4       16.3         2.0         8.4
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単位：％

 全体（n=1,258）
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    33.6     17.3     13.8     12.6   39.1  39.1  39.1  39.1   44.8  44.8  44.8  44.8      2.9      5.1     15.1      4.6

 男性（n=532）     33.3     21.8     15.6     13.3   39.3  39.3  39.3  39.3   42.5  42.5  42.5  42.5      3.4      5.8     12.0      5.5

 女性（n=701）     34.2     13.6     12.3     11.6   38.9  38.9  38.9  38.9   46.8  46.8  46.8  46.8      2.4      4.6     17.5      3.9

 20歳代:男性（n=55）     25.5   29.1  29.1  29.1  29.1     21.8     12.7   38.2  38.2  38.2  38.2   29.1  29.1  29.1  29.1      1.8      5.5     21.8      3.6

 30歳代:男性（n=76）     34.2     22.4     11.8     14.5   48.7  48.7  48.7  48.7   44.7  44.7  44.7  44.7      5.3      7.9      9.2      3.9

 40歳代:男性（n=100）   36.0  36.0  36.0  36.0     23.0     11.0     14.0     31.0   48.0  48.0  48.0  48.0      5.0      7.0      6.0      5.0

 50歳代:男性（n=137）     35.0     19.0     16.8      8.8   42.3  42.3  42.3  42.3   43.8  43.8  43.8  43.8      4.4      5.1     13.9      2.9

 60歳代:男性（n=161）     32.9     21.1     17.4     16.8   37.9  37.9  37.9  37.9   41.6  41.6  41.6  41.6      1.2      5.0     11.8      8.7

 20歳代:女性（n=61）     37.7     14.8     14.8     18.0   45.9  45.9  45.9  45.9   39.3  39.3  39.3  39.3      3.3      8.2     16.4      1.6

 30歳代:女性（n=102）   36.3  36.3  36.3  36.3     13.7     13.7     13.7     35.3   44.1  44.1  44.1  44.1      6.9      4.9     17.6      2.0

 40歳代:女性（n=154）     26.0     11.0     14.9     11.7   36.4  36.4  36.4  36.4   50.0  50.0  50.0  50.0      1.9      5.2     17.5      3.2

 50歳代:女性（n=175）     35.4     17.7     10.3      5.7   38.9  38.9  38.9  38.9   42.3  42.3  42.3  42.3      1.1      2.9     20.6      2.3

 60歳代:女性（n=203）     36.9     11.3     10.3     13.3   41.4  41.4  41.4  41.4   51.7  51.7  51.7  51.7      1.5      4.4     15.8      7.4

性

別
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・
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別

単位：％

 全体（n=1,258）

問 22 多様性を生かした社会づくりに向けて、佐世保市はどのようなことに力を入れてい
くべきだと思いますか。（〇は３つまで） 

多様性を生かした社会づくりに向けて、佐世保市が力を入れていくべきことについてみると、全
体では「多様性の理解促進のための人権教育・啓発の充実」が 44.8％と最も高く、次いで「外国人、
障がいのある人、性的少数者の正しい理解に向けた啓発活動の推進」が 39.1％となっています。 
男女別にみると、男女とも「多様性の理解促進のための人権教育・啓発の充実」が最も高くなっ

ています。 
性・年代別にみると、男女とも 20 歳代、30 歳代男性では「外国人、障がいのある人、性的少数

者の正しい理解に向けた啓発活動の推進」、その他の性・年代では「多様性の理解促進のための人権
教育・啓発の充実」が最も高くなっています。 
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問 23 コロナ禍における生活についておたずねします。（あてはまるものすべてに〇） 
コロナ禍における生活についてみると、全体では「人とのつながりが希薄になった」が 54.4％と

最も高く、次いで「家族との時間が増えた」が 23.3％となっています。 
男女別にみると、男女とも「人とのつながりが希薄になった」が最も高くなっています。 
性・年代別にみると、男女ともすべての年代で「人とのつながりが希薄になった」が最も高くな

っています。次いで、40 歳代男性では「収入が減った」、「家族との時間が増えた」、50 歳代以上の
男性では「収入が減った」、50 歳代女性では「心身に不調をきたした」、その他の性・年代では「家
族との時間が増えた」となっています。 
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    13.1     11.7     20.1      0.8     14.8   54.4  54.4  54.4  54.4      0.2   23.3  23.3  23.3  23.3      6.2      0.2

 男性（n=532）     13.9     11.5   24.8  24.8  24.8  24.8      0.8     13.2   51.1  51.1  51.1  51.1       0.0     21.6      8.1       0.0

 女性（n=701）     12.3     12.0     16.3      0.9     16.1   56.9  56.9  56.9  56.9      0.4   24.5  24.5  24.5  24.5      5.0      0.3

 20歳代:男性（n=55）     14.5      9.1     20.0       0.0     21.8   45.5  45.5  45.5  45.5       0.0   23.6  23.6  23.6  23.6      5.5       0.0

 30歳代:男性（n=76）     14.5     22.4     22.4      1.3     23.7   57.9  57.9  57.9  57.9       0.0   32.9  32.9  32.9  32.9      7.9       0.0

 40歳代:男性（n=100）     21.0     16.0   25.0  25.0  25.0  25.0      1.0     13.0   50.0  50.0  50.0  50.0       0.0   25.0  25.0  25.0  25.0      9.0       0.0

 50歳代:男性（n=137）      8.8     10.9   29.2  29.2  29.2  29.2       0.0     10.2   51.8  51.8  51.8  51.8       0.0     17.5      8.8       0.0

 60歳代:男性（n=161）     13.7      5.0   23.6  23.6  23.6  23.6      1.2      8.1   49.7  49.7  49.7  49.7       0.0     16.8      7.5       0.0

 20歳代:女性（n=61）     16.4     11.5     21.3       0.0     16.4   59.0  59.0  59.0  59.0       0.0   39.3  39.3  39.3  39.3      3.3       0.0

 30歳代:女性（n=102）     15.7     14.7     17.6      2.9     16.7   63.7  63.7  63.7  63.7       0.0   39.2  39.2  39.2  39.2      2.0       0.0

 40歳代:女性（n=154）     14.9     14.3     18.2      0.6     16.9   44.2  44.2  44.2  44.2      0.6   26.6  26.6  26.6  26.6      6.5      0.6

 50歳代:女性（n=175）     10.3     14.3     12.6      1.1   20.0  20.0  20.0  20.0   62.9  62.9  62.9  62.9      1.1     13.7      4.6      0.6

 60歳代:女性（n=203）      8.9      7.4     15.3       0.0     11.8   56.7  56.7  56.7  56.7       0.0     20.7      6.4       0.0

生

理

用

品

以

外

の

購

入

を

控

え

た

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

     2.7      6.4     16.9      1.7      1.5

 男性（n=532）      1.1      4.9     17.5      2.3      2.4

 女性（n=701）      3.9      7.7     16.4      1.3      0.7

 20歳代:男性（n=55）      1.8      1.8     20.0       0.0      1.8

 30歳代:男性（n=76）      1.3     11.8      9.2      1.3       0.0

 40歳代:男性（n=100）      4.0      3.0     15.0      1.0      1.0

 50歳代:男性（n=137）       0.0      7.3     16.1      2.9      2.2

 60歳代:男性（n=161）       0.0      1.9     23.0      3.7      5.0

 20歳代:女性（n=61）      4.9      3.3     11.5      1.6       0.0

 30歳代:女性（n=102）      2.9      7.8     10.8       0.0       0.0

 40歳代:女性（n=154）      7.8     11.0     18.2      0.6       0.0

 50歳代:女性（n=175）      1.7      9.7     13.1      2.3      1.1

 60歳代:女性（n=203）      3.0      4.9   22.7  22.7  22.7  22.7      1.5      1.5

男

性

・

年

代

別

女

性

・

年

代

別

性

別

男

性

・

年

代

別

女

性

・

年

代

別

単位：％

 全体（n=1,258）

性

別

単位：％

 全体（n=1,258）
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集計表 
問１ あなたご自身について、お答えください。 
① あなたの性別をお選びください。 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)% 
1 男性 532 42.3 42.8 
2 女性 701 55.7 56.4 
3 わからない、答えたくない 9 0.7 0.7 
 不明・無回答 16 1.3  

 
② あなたの年代をお選びください。 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)% 
1 20 歳代 120 9.5 9.7 
2 30 歳代 180 14.3 14.5 
3 40 歳代 258 20.5 20.8 
4 50 歳代 313 24.9 25.2 
5 60 歳代 369 29.3 29.8 
 不明・無回答 18 1.4  

 
③ あなたは結婚（事実婚を含む）していますか。 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)% 

1 結婚している（パートナーと暮らしてい
る人も含む） 830 66.0 66.6 

2 離別・死別 145 11.5 11.6 
3 未婚 271 21.5 21.7 
 不明・無回答 12 1.0  

 
④ あなたの家族構成をお選びください。 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)% 
1 ひとり暮らし 159 12.6 12.8 
2 夫婦のみ 307 24.4 24.7 
3 三世代世帯（親と子と孫） 95 7.6 7.7 
4 二世代世帯（親と子） 649 51.6 52.3 
5 その他 31 2.5 2.5 
 不明・無回答 17 1.4  
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⑤ あなたには 20 歳未満のお子さんがいらっしゃいますか。 
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)% 
1 はい 379 30.1 30.4 
2 いいえ 866 68.8 69.6 
 不明・無回答 13 1.0  

 
⑥ 一番下のお子さんは次のどれにあてはまりますか。 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)% 
1 未就学児 140 36.9 37.0 
2 小学生 90 23.7 23.8 

3 中学生・高校生・大学生（短大生、専
修学校生等も含む） 118 31.1 31.2 

4 社会人 29 7.7 7.7 
5 その他 1 0.3 0.3 
 不明・無回答 1 0.3  

 
⑦ あなたの現在のお仕事の状況についてお選びください。 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)% 
1 自営業主 57 4.5 4.6 
2 家族従業員 29 2.3 2.3 
3 会社・団体役員 183 14.5 14.8 
4 正規（フルタイム） 376 29.9 30.4 
5 非正規（フルタイム） 46 3.7 3.7 
6 パート・アルバイト等 243 19.3 19.7 
7 学生 9 0.7 0.7 
8 家事専業 116 9.2 9.4 
9 無職 124 9.9 10.0 
10 その他 53 4.2 4.3 
 不明・無回答 22 1.7  
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1.1 

0.0

0.0

14.1 

8.7 

1.1 

0.0

6.5 

17.4 

2.2 

6.5 

2.2 

3.3 

3.3 

4.3 

18.5 

5.4 

0.0

3.3 

2.2 

0% 5% 10% 15% 20%

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気、ガス、熱供給、水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

サービス事業

公務

その他

不明・無回答

全体（n=92）

Ⅲ 事業所実態調査結果 
１ 事業所について 
問１ 事業所の主たる業種についてお答えください。（１つに〇） 
事業所の主たる業種についてみると、「医療・福祉」が 18.5％と最も高く、次いで「卸売業、小
売業」が 17.4％となっています。 
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53.3 39.1 1.1 6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=92）

単独事業所 本社・本店 支社・支店・営業所等 不明・無回答

正規従業員 パート・
アルバイト 派遣労働者 その他の非正規

従業員 従業員全体
男性 1,435 176 28 117 1,756
女性 1,419 622 32 126 2,199

男女計 2,854 798 60 243 3,955

44.4

50.3

22.1

46.7

48.1

55.6

49.7

77.9

53.3

51.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

従業員全体

正規従業員

パート・

アルバイト

派遣労働者

その他の非正規従業員

男性 女性

問２ 事業所区分について、お答えください。（１つに〇） 
事業所区分についてみると、「単独事業所」が 53.3％と最も高く、次いで「本社・本店」が 39.1％

となっています。 
 
 
 
 
 
 
問３ 貴事業所の従業員数を雇用形態別にご記入ください。（数字で記入） 
回答事業所の従業員数についてみると、男女とも「正規従業員」が最も高くなっています。 
また、従業員の雇用形態別の男女比をみると、男性の「パート・アルバイト」の割合が 22.1％に

対して、女性が 77.9％となっており差がみられます。 

【回答事業所の合計従業員数】         （単位：人） 
 
 
 
 
 
 
【雇用形態別男女比】 
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2.2 

39.1 

28.3 

16.3 

5.4 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0人

１～９人

10～29人

30～99人

100人以上

不明・無回答

全体（n=92）

6.5 

32.6 

18.5 

2.2 

3.3 

37.0 

0% 10% 20% 30% 40%

0人

１～９人

10～29人

30～99人

100人以上

不明・無回答

全体（n=92）

16.3 

28.3 

2.2 

1.1 

0.0 

52.2 

10.9 

34.8 

14.1 

0.0 

2.2 

38.0 

0% 20% 40% 60%

0人

１～９人

10～29人

30～99人

100人以上

不明・無回答

全体（n=92）

男性

女性

5.4 

45.7 

28.3 

16.3 

1.1 

3.3 

2.2 

58.7 

12.0 

7.6 

3.3 

16.3 

0% 20% 40% 60% 80%

0人

１～９人

10～29人

30～99人

100人以上

不明・無回答

全体（n=92）

男性

女性

【正規従業員】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【パート・アルバイト】 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【正規従業員・男女計】 

【パート・アルバイト・男女計】 
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27.2 

1.1 

1.1 

0.0 

0.0 

70.7 

27.2 

1.1 

1.1 

0.0 

0.0 

70.7 

0% 20% 40% 60% 80%

0人

１～９人

10～29人

30～99人

100人以上

不明・無回答

全体（n=92）

男性

女性

27.2 

0.0

1.1 

1.1 

0.0

70.7 

0% 20% 40% 60% 80%

0人

１～９人

10～29人

30～99人

100人以上

不明・無回答

全体（n=92）

25.0 

5.4 

3.3 

1.1 

0.0 

65.2 

26.1 

4.3 

2.2 

2.2 

0.0 

65.2 

0% 20% 40% 60% 80%

0人

１～９人

10～29人

30～99人

100人以上

不明・無回答

全体（n=92）

男性

女性

21.7 

7.6 

1.1 

4.3 

0.0

65.2 

0% 20% 40% 60% 80%

0人

１～９人

10～29人

30～99人

100人以上

不明・無回答

全体（n=92）

派遣労働者の従業員数についてみると、男女とも「０人」が最も高くなっています。 
派遣労働者の男女計についてみると、「０人」が 27.2％と最も高くなっています。 
その他の非正規従業員数についてみると、男女とも「０人」が最も高くなっています。 
その他の非正規従業員の男女計についてみると、「０人」が 21.7％と最も高くなっています。 

 
【派遣労働者】 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【その他の非正規従業員】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●雇用形態の区分 

正規従業員     …特に雇用期間を定めず雇われている者 
パート・アルバイト …正規従業員より１週間の所定労働時間が短い者（雇用期間の定めの有無は問わない） 
派遣労働者     …労働者派遣法に基づく、派遣元事業主から派遣された者 
その他の非正規従業員…契約社員や臨時社員など上記以外 

  

【派遣労働者・男女計】 

【その他の非正規従業員・男女計】 



93 

9.8 

34.8 

23.9 

14.1 

2.2 

15.2 

0% 10% 20% 30% 40%

0人

１～９人

10～29人

30～99人

100人以上

不明・無回答

全体（n=92）

9.8 

44.6 

16.3 

8.7 

5.4 

15.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0人

１～９人

10～29人

30～99人

100人以上

不明・無回答

全体（n=92）

2.2 

31.5 

27.2 

15.2 

10.9 

13.0 

0% 10% 20% 30% 40%

0人

１～９人

10～29人

30～99人

100人以上

不明・無回答

全体（n=92）

男性従業員の合計についてみると、「１～９人」が 34.8％と最も高く、次いで「10～29 人」が
23.9％となっています。 
女性従業員の合計についてみると、「１～９人」が 44.6％と最も高く、次いで「10～29 人」が

16.3％となっています。 
すべての従業員合計についてみると、「１～９人」が 31.5％と最も高く、次いで「10～29 人」が

27.2％となっています。 
 
【男性合計】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【従業員合計】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【女性合計】 
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6.5 

57.6 

12.0 

13.0 

3.3 

7.6 

0% 20% 40% 60%

０人

１～４人

５～９人

10～19人

20人以上

不明・無回答

全体（n=92）

40.2 

39.1 

7.6 

1.1 

1.1 

10.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

０人

１～４人

５～９人

10～19人

20人以上

不明・無回答

全体（n=92）

０％, 41.3 

10％未満, 3.3 
20％未満, 2.2 

30％未満, 5.4 40％未満, 8.7 

50％未満, 3.3 

60％未満, 13.0 

70％未満, 3.3 

80％未満, 0.0 
80％以上, 

9.8 

不明・無回答, 
9.8 ｎ＝92

（％）

男性, 85.4%

女性, 
14.6%

H28結果
n=169

男性, 75.8%

女性, 
24.2%

R4結果
n=92

問４ 貴事業所における管理職の人数と、女性管理職の割合を記入してください。 
（数字で記入） 

事業所における管理職の合計人数についてみると、「１～４人」が 57.6％と最も高く、次いで「10
～19 人」が 13.0％となっています。 
うち、女性管理職の人数についてみると、「０人」が 40.2％と最も高く、次いで「１～４人」が

39.1％となっています。 
女性管理職の割合についてみると、「０％」が 41.3％と最も高く、次いで「60％未満」が 13.0％

となっています。 
 
【管理職 合計人数】            【うち、女性管理職】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【女性管理職比率】 《参考》 
 【事業所における管理職総数と管理職比率の平均】 
 

単位：人（％） 
 H28（前回） 

結果（n=169） 
R4（今回） 
結果（n=92） 

男性 1,912（85.4） 336（75.8） 
女性 327（14.6） 107（24.2） 
男女計 2,239（100.0） 443（100.0） 

 
 
 
 
 
 
 

女性管理職比率＊：女性管理職数を管理職合計人数で割った割合 
●女性管理職について 
 国では、「指導的地位に占める女性の割合が2020年代の可能な限り早期に30％程度となるよう目指して取組を進める。」
という目標が掲げられている。 
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58.3 

27.1 

16.7 

6.3 

2.1 

12.5 

0.0

2.1 

2.1 

4.2 

6.3 

12.5 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80%

女性従業員が少ない、またはいない

該当する知識や経験、資質、

能力、適性をもった者がいない

女性の勤続年数が短く、

管理職になる前に退職してしまう

家庭との関係で管理職への登用が難しい

男性を管理職に登用するのが慣行である

女性従業員自身が管理職に就くことを希望しない

周囲の従業員が女性管理職を希望しない

顧客が女性管理職を嫌がる

女性を管理職とすることに対して能力的に不安がある

（30.0％には達していないが）

すでに女性管理職が十分在職している

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=48）

問４で、女性管理職の割合が「30.0％未満」の事業所におたずねします。 
問５ 貴事業所において、女性管理職が少ない（または、いない）のは、どのような理由

からですか。（あてはまるものすべてに○） 
女性管理職が少ない（いない）理由についてみると、「女性従業員が少ない、またはいない」が

58.3％と最も高く、次いで「該当する知識や経験、資質、能力、適性をもった者がいない」が 27.1％
となっています。 
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34.8 62.0 3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=92）

ある ない 不明・無回答

12.0

0.6

15.2

3.0

30.4

23.1

34.8

34.9

44.6

64.5

29.3

53.8

1.1

6.5

0.0

1.2

12.0

5.3

20.7

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市 男性

H28佐世保市 男性

R4佐世保市 女性

H28佐世保市 女性

R4（n=92）

H28（n=169)

７時間以下 ７時間超～８時間以下 ８時間超～10時間以下

10時間超 不明・無回答

問６ 貴事業所の正社員について、昨年１年間の１日の平均総労働時間（残業時間も含む）
をお選びください。（男女それぞれ１つに〇） 

正社員の昨年１年間の１日の平均総労働時間についてみると、男性では「８時間超～10 時間以
下」が 44.6％、女性では「７時間超～８時間以下」が 34.8％と最も高くなっています。 
前回調査と比較すると、今回調査で、男性では「７時間以下」「７時間超～８時間以下」で割合が

高くなっており、「８時間超～10時間以下」「10時間超」で低くなっています。女性では「７時間以
下」で割合が高くなっており、「８時間超～10時間以下」で特に割合が低くなっています。 
 
【前回（H28）調査比較】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問７ 貴事業所では、残業時間削減のために取り組んでいる施策はありますか。ある場合

は具体的な内容をお答えください。（１つに○） 
残業時間削減のために取り組んでいる施策についてみると、「ない」が 62.0％と、「ある」の 34.8％

を上回っています。 
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43.5 

57.6 

34.8 

17.4 

21.7 

4.3 

12.0 

1.1 

22.8 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%

長時間労働の削減に取り組んでいる

有給休暇の取得促進に取り組んでいる

仕事と育児の両立支援を行っている

仕事と介護の両立支援を行っている

フレックスタイム、短時間勤務制度など、

柔軟な働き方を導入している

在宅勤務等のテレワークなど、

多様な働き方を導入している

福利厚生制度の充実など、

休暇の過ごし方の支援を行っている

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=92）

２ ワーク・ライフ・バランス、育児・介護両立支援について 
問８ 貴事業所では、ワーク・ライフ・バランス実現のための取り組みを行っていますか。

（あてはまるものすべてに○） 
ワーク・ライフ・バランス実現のための取り組みについてみると、「有給休暇の取得促進に取り組
んでいる」が 57.6％と最も高く、次いで「長時間労働の削減に取り組んでいる」が 43.5％となっ
ています。 
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28.3 

39.1 

2.2 

5.4 

13.0 

6.5 

6.5 

10.9 

7.6 

4.3 

15.2 

4.3 

26.1 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職場や周りの人の業務量が増える

育児休業や介護休業などによる

代替要員の確保が難しい

柔軟な働き方の推進について、

経営者・管理職の理解が不足している

柔軟な働き方の推進について、

周囲の一般従業員の理解が不足している

制度の導入に伴い、コストが増大する

勤務時間や勤務地の多様化による

雇用管理が複雑になる

勤務管理や適切な人事評価が難しい

収入が減ることなどへの不安があり、

従業員が制度の利用を望まない

情報やノウハウ不足などにより、

制度の導入や運用が難しい

導入・実施の効果を数値などで把握することが難しい

売上減少など、経営への影響が懸念される

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=92）

問９ 貴事業所において、ワーク・ライフ・バランスを実現するにあたり、特に課題だと
思うのは、どのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 

ワーク・ライフ・バランスを実現するにあたっての課題についてみると、「育児休業や介護休業な
どによる代替要員の確保が難しい」が 39.1％と最も高く、次いで「職場や周りの人の業務量が増え
る」が 28.3％となっています。 
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38.0 

31.5 

66.3 

31.5 

15.2 

13.0 

4.3 

7.6 

3.3 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80%

優秀な人材の確保・定着につながる

仕事の効率化により業績向上につながる

個々の従業員の生活の充実につながる

良好な労使関係の形成につながる

企業のイメージアップにつながる

企業の社会的責任（CSR）の

一環であるととらえている

その他

特に企業として推進するべきものではない

ワーク・ライフ・バランスの意義がわからない

不明・無回答

全体（n=92）

問 10 企業としてワーク・ライフ・バランスの推進に取り組むことに、どのようなメリッ
トがあると思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

ワーク・ライフ・バランスの推進に取り組むことによるメリットについてみると、「個々の従業員
の生活の充実につながる」が 66.3％と最も高く、次いで「優秀な人材の確保・定着につながる」が
38.0％となっています。 
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2.2 

17.4 

0.0 

25.0 

2.2 

15.2 

7.6 

13.0 

2.2 

7.6 

6.5 

10.9 

2.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.3 

1.1 

5.4 

4.3 

1.1 

3.3 

1.1 

7.6 

1.1 

19.6 

5.4 

19.6 

4.3 

18.5 

6.5 

13.0 

10.9 

13.0 

13.0 

7.6 

6.5 

3.3 

56.5 

57.6 

57.6 

52.2 

51.1 

54.3 

47.8 

46.7 

57.6 

52.2 

20.7 

26.1 

20.7 

7.6 

6.5 

8.7 

7.6 

10.9 

10.9 

12.0 

12.0 

12.0 

12.0 

54.3 

38.0 

62.0 

14.1 

13.0 

14.1 

10.9 

14.1 

12.0 

14.1 

13.0 

14.1 

12.0 

9.8 

10.9 

10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①男性：育児休業

（１ヵ月未満）

①女性：育児休業

（１ヵ月未満）

②男性：育児休業

（１ヵ月以上）

②女性：育児休業

（１ヵ月以上）

③男性：育児休暇

③女性：育児休暇

④男性：子の看護休暇

④女性：子の看護休暇

⑤男性：介護休業

⑤女性：介護休業

⑥フレックスタイム制度

⑦短時間勤務制度

⑧在宅就業制度

全体（n=92）

該当者のほぼ全員が取得している 該当者の半数程度が取得している

該当者のほとんどが取得していない 該当者がいない

制度がない 不明・無回答

問 11 貴事業所では、次の休暇制度・勤務制度について、どの程度取得されていますか。
（①～⑧について、それぞれ○は１つ） 

休暇制度・勤務制度の取得状況についてみると、【⑥フレックスタイム制度】【⑦短時間勤務制度】
【⑧在宅就業制度】では「制度がない」、その他の項目では「該当者がいない」が最も高くなってい
ます。 
女性では【①育児休業（１ヵ月未満）】【②育児休業（１ヵ月以上）】【③育児休暇】【④子の看護休
暇】で「該当者のほぼ全員が取得している」が高くなっているのに対し、男性では同じ項目で「該
当者のほとんどが取得していない」が高くなっています。 
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10.9 

18.5 

59.8 

31.5 

5.4 

20.7 

25.0 

15.2 

17.4 

5.4 

17.4 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

上司の理解不足

同僚の理解不足

代替要員の確保が困難

休業中の賃金補償

キャリア形成に不安を抱く

従業員がいる

前例（モデル）がない

男性自身に育児休業を

取る意識がない

社会全体の認識不足

業務の引継ぎが困難

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=92）

問 12 男性従業員が育児休業を取得するにあたっての課題は何だと思いますか。 
（あてはまるものすべてに○） 

男性従業員が育児休業を取得するにあたっての課題についてみると、「代替要員の確保が困難」
が 59.8％と最も高く、次いで「休業中の賃金補償」が 31.5％となっています。 
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8.7 

14.1 

59.8 

37.0 

2.2 

16.3 

12.0 

6.5 

13.0 

4.3 

16.3 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80%

上司の理解不足

同僚の理解不足

代替要員の確保が困難

休業中の賃金補償

キャリア形成に不安を抱く

従業員がいる

前例（モデル）がない

従業員自身に介護休業を

取る意識がない

社会全体の認識不足

業務の引継ぎが困難

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=92）

問 13 従業員が介護休業を取得するにあたっての課題は何だと思いますか。 
（あてはまるものすべてに○） 

従業員が介護休業を取得するにあたっての課題についてみると、「代替要員の確保が困難」が
59.8％と最も高く、次いで「休業中の賃金補償」が 37.0％となっています。 
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14.1 

28.3 

14.1 

3.3 

23.9 

4.3 

2.2 

3.3 

39.1 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性は勤続年数が短いため、

長期的な人材として育てられない

女性には家事・育児等に伴い

配置や残業に制約がある

女性自身が、昇進・昇格を望まず、

仕事に消極的である

管理職や同僚等の認識、理解が不足している

業務の内容によっては、女性に任せられない、

あるいは女性には向いていないことがある

ロールモデルとなる女性の先輩がいないので、

イメージがつかめない

管理職に女性を登用する機運がまだ低い

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=92）

52.2 42.4 5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=92）

はい いいえ 不明・無回答

３ 多様な人材の活躍について 
問 14 貴事業所において、女性も男性と同じような環境で働いていくために、課題となっ

ていることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 
女性も男性と同じような環境で働いていくために課題となっていることについてみると、「特に

ない」が 39.1％と最も高く、次いで「女性には家事・育児等に伴い配置や残業に制約がある」が
28.3％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問15 女性の正規従業員の採用や管理職への登用に積極的に取り組みたいと考えています

か。（１つに○） 
女性の正規従業員の採用や管理職への登用に積極的に取り組みたいかについてみると、「はい」

が 52.2％と、「いいえ」の 42.4％を上回っています。 
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12.0 

10.9 

5.4 

6.5 

21.7 

10.9 

21.7 

5.4 

15.2 

19.6 

19.6 

15.2 

3.3 

2.2 

0.0

46.7 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事と家庭の両立のための制度（法律を上回る）を

整備し、制度の活用を促進

職場環境・風土の改善

（男女の役割分担意識に基づく慣行の見直し等）

女性活躍推進のための担当部署や担当者の配置

（社内メンター制度の導入や働く女性のロールモデル、

リーダー育成など）

出産や育児・介護等による休職等がハンディと

ならないような人事管理制度、能力評価制度の構築

出産や育児・介護による離職の防止

出産や育児・介護による離職者の再雇用

能力や意欲ある女性の積極的登用

従業員の意識啓発（研修や資格取得など）

男女公平な人材育成の機会

セクハラやマタハラ、パタハラの防止

パートから正社員への登用制度

女性用トイレや更衣室など設備の充実

旧姓使用を認め（てい）る

管理職の残業禁止

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=92）

問 16 貴事業所において、女性の育成や管理職を増やすために行っている取り組み（ポジ
ティブ・アクション）はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

女性の育成や管理職を増やすために行っている取り組みについてみると、「特にない」が 46.7％
と最も高く、次いで「出産や育児・介護による離職の防止」「能力や意欲ある女性の積極的登用」が
21.7％となっています。 
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34.9 

37.2 

25.6 

9.3 

0.0

0.0

16.3 

0.0

0% 10% 20% 30% 40%

女性社員がいないから

特に女性だけを対象にした取り組みを

する必要はないと考えるから

既に女性が活躍しやすい状況にあるから

女性に管理職や高度な業務を求めていないから

人事管理が複雑になるから

コストや労力がかかるから

その他

不明・無回答

全体（n=43）

問 16 で、「特にない」をお答えの事業所におたずねします。 
問 17 問 16の取り組みについて、｢特に取り組んでいることはない｣のはなぜですか。 

（あてはまるものすべてに○） 
特に取り組んでいることはない理由についてみると、「特に女性だけを対象にした取り組みをす

る必要はないと考えるから」が 37.2％と最も高く、次いで「女性社員がいないから」が 34.9％と
なっています。 
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39.1 

22.8 

23.9 

3.3 

10.9 

15.2 

4.3 

10.9 

3.3 

4.3 

2.2 

16.3 

0.0

1.1 

2.2 

35.9 

5.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性の継続就業（育児休業等からの職場復帰など）に

関する支援

超過勤務削減などワーク・ライフ・バランスを

促進させる取り組み

女性のモチベーション（やる気・熱意）や

職場意識を高めるための研修機会の付与

メンター（指導者・助言者）制度の導入

ロールモデル（手本となる先輩社員）の育成

セクシュアル・ハラスメント防止など職場環境の整備

中間管理職や現場の管理職の男性に対する

女性の活躍の必要性についての理解促進

公正・透明な人事管理制度、評価制度の構築

採用、昇進、配置において女性が満たしにくい条件

（転勤要件など）の緩和

OJT（職場での実務を通じて行う従業員の教育訓練）及び

Off-JT（社外での研修による技術や業務遂行能力の

訓練）の人材育成の機会を男女同等に与えること

転勤先の希望を考慮する等の転勤時の配慮、

転居を伴う転勤の際に夫婦帯同を認めること

女性が活躍しやすい企業風土に変えること

テレワークの充実

管理職の残業禁止

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=92）

問 18 貴事業所において、女性の活躍推進を進める上での取り組みとして、どのようなこ
とが必要とお考えですか。（あてはまるものすべてに○） 

女性の活躍推進を進める上での取り組みとして必要なことについてみると、「女性の継続就業（育
児休業等からの職場復帰など）に関する支援」が 39.1％と最も高く、次いで「特にない」が 35.9％
となっています。 
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22.8 39.1 21.7 7.6 2.2 6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=92）

多様な人材の採用・活用に努めている

必要性は感じているが、取り組みには至っていない

必要性を感じていない

ダイバーシティ&インクルージョンという言葉や考え方を知らなかった

その他

不明・無回答

問 19 貴事業所では、ダイバーシティ＆インクルージョン（女性、外国人、高齢者、障が
いのある人等の多様な人材を活かすこと）について、取り組みを進めていますか。
（１つに○） 

ダイバーシティ＆インクルージョンの取り組みを進めているかについてみると、「必要性は感じ
ているが、取り組みには至っていない」が 39.1％と最も高く、次いで「多様な人材の採用・活用に
努めている」が 22.8％となっています。 
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４ ハラスメントについて 
問 20 貴事業所において、ハラスメントが問題になったことはありますか。（あてはまる

ものすべてに○） 
ハラスメントが問題になったことについてみると、「問題になったことがない」が 77.2％と最も

高く、次いで「パワー・ハラスメントが問題になった」が 6.5％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

4.3 

6.5 

0.0

77.2 

3.3 

3.3 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80%

セクシュアル・ハラスメントが問題になった

パワー・ハラスメントが問題になった

マタニティ・ハラスメントが問題になった

問題になったことがない

わからない

その他

不明・無回答

全体（n=92）
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41.3 

46.7 

18.5 

30.4 

27.2 

1.1 

13.0 

13.0 

21.7 

19.6 

19.6 

3.3 

35.9 

30.4 

50.0 

40.2 

43.5 

9.8 

9.8 

9.8 

9.8 

9.8 

95.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①相談窓口（担当）を設けている

②就業規則などにハラスメント防止に

関する規定を定めている

③ハラスメント防止のための

研修などを実施している

④ハラスメント発生時の対応を

定めている（マニュアルを作成している）

⑤資料の配布や社内掲示などにより、

意識啓発を図っている

⑥その他

全体（n=92）

実施している 実施していない（今後実施予定）

実施していない（実施予定なし） 不明・無回答

問 21 貴事業所では、ハラスメント防止に関して取り組んでいることはありますか。 
（①～⑥について、それぞれ○は１つ） 

ハラスメント防止に関して取り組んでいることについてみると、【①相談窓口（担当）を設けてい
る】【②就業規則などにハラスメント防止に関する規定を定めている】では「実施している」が４割
以上と高くなっています。一方、【③ハラスメント防止のための研修などを実施している】では「実
施していない（実施予定なし）」が 50.0％と高くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※⑥その他では選択肢「実施していない（実施予定なし）」はなし。 
 
●ハラスメントについて 
 さまざまな場面での「嫌がらせ」のことで下記が主に挙げられます。 
○セクシュアル・ハラスメント〔セクハラ〕…相手の意に反した性的な言動を行うことにより、就業環境その他の生活
環境を害し、または性的な言動を受けた者の対応によってその者に不利益を与えること 
○パワー・ハラスメント〔パワハラ〕   …職務上の地位や優位性等を背景に、業務の適正な範囲を超え、精神的・
身体的苦痛を与える行為や職場環境を悪化させる行為等のこと 
○マタニティ・ハラスメント〔マタハラ〕 …女性従業員が妊娠・出産・育児休業等を理由とした嫌がらせや雇用にお
いて不利益な扱いを受けること 
○パタニティー・ハラスメント〔パタハラ〕…育児のための休暇や時短を申し出る男性に対するいやがらせのこと 
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6.5 14.1 28.3 48.9 
2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=92）

内容まで知っている 多少は内容を知っている

名称（言葉）は聞いたことがある 全く知らない

不明・無回答

29.0 68.0 3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28佐世保市（n=169）

知っている 知らない 無回答

５ 佐世保市の取り組みについて 
問 22 佐世保市女性活躍応援宣言登録制度について知っていますか。（１つに○） 
佐世保市女性活躍応援宣言登録制度の認知度についてみると、「全く知らない」が 48.9％と最も

高く、次いで「名称（言葉）は聞いたことがある」が 28.3％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
●佐世保市女性活躍応援宣言登録制度 

市内の企業や団体のトップの方にそれぞれの職場における女性の活躍推進に向けた具体的な取り組みを「応援宣言」
という形で社内外に向けて宣言してもらい、佐世保市が登録する制度。宣言により、女性が仕事と家庭を両立し、個性
と能力を発揮してイキイキと働き続けることができる職場環境づくりを進め、ひいては女性だけでなく男性も仕事と
家庭を両立させ、豊かで活力あるまちづくりを目指すもの。 

 
【参考：前回（H28）調査】 
 
 
 
 
 
※選択肢内容に違いがあるため、参考として記載しています。 
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8.7 

8.9 

2.2 

4.1 

56.5 

45.0 

10.9 

12.4 

17.4 

20.1 

4.3 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4佐世保市（n=92）

H28佐世保市（n=169）

既に宣言している 宣言したい 検討したい 詳細を知りたい

宣言しない 不明・無回答

問 23 佐世保市女性活躍応援宣言登録制度について、あてはまるものをお選びください。
（１つに○） 

佐世保市女性活躍応援宣言登録制度に関してあてはまるものについてみると、「検討したい」が
56.5％と最も高く、次いで「宣言しない」が 17.4％となっています。 
前回調査と比較すると、「検討したい」の割合が 11.5ポイント増加しています。 

 
【前回（H28）調査比較】 
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2.2 12.0 26.1 57.6 2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=92）

内容まで知っている 多少は内容を知っている

名称（言葉）は聞いたことがある 全く知らない

不明・無回答

問 24 佐世保市で取り組んでいる「イクボス宣言」について知っていますか。（１つに○） 
「イクボス宣言」の認知度についてみると、「全く知らない」が 57.6％と最も高く、次いで「名
称（言葉）は聞いたことがある」が 26.1％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
●イクボス 
「イクボス」とは、職場で共に働く部下・スタッフのワーク・ライフ・バランスを考え、その人のキャリアと人生を応援しな
がら、組織の業績も成果を出しつつ、自らも仕事と私生活を楽しむことができる上司（経営者・管理職）のこと。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

優良企業の表彰

再就職女性の活用のための支援

法律や制度、女性の能力活用の方法等についての

情報提供や相談の場の設置

経営者や事業主を対象にした

法律や制度の周知・啓発

労働者を対象にした職業意識や

能力開発のための講座などの開催

男性の家事・育児・介護等への

参画促進のための啓発

保育所、学童保育、介護施設などの充実

他の事業所の取り組み紹介

女性活躍応援宣言登録事業に

対するインセンティブの付与

宿泊を伴う出張などの時に子どもを預けられる施設

その他

不明・無回答

全体（n=92）

問 25 女性社員の活用を図るために、今後、佐世保市に対してどのようなことを望みますか。
（○は３つまで） 

女性社員の活用を図るために、今後、佐世保市に対して望むことについてみると、「保育所、学童
保育、介護施設などの充実」が 44.6％と最も高く、次いで「再就職女性の活用のための支援」が
33.7％となっています。 
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集計表 
 
問１ 事業所の主たる業種についてお答えください。 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)% 
1 農業、林業 1 1.1 1.1 
2 漁業 0 0.0 0.0 
3 鉱業、採石業、砂利採取業 0 0.0 0.0 
4 建設業 13 14.1 14.4 
5 製造業 8 8.7 8.9 
6 電気、ガス、熱供給、水道業 1 1.1 1.1 
7 情報通信業 0 0.0 0.0 
8 運輸業、郵便業 6 6.5 6.7 
9 卸売業、小売業 16 17.4 17.8 
10 金融業、保険業 2 2.2 2.2 
11 不動産業、物品賃貸業 6 6.5 6.7 
12 学術研究、専門・技術サービス業 2 2.2 2.2 
13 宿泊業、飲食サービス業 3 3.3 3.3 
14 生活関連サービス業、娯楽業 3 3.3 3.3 
15 教育、学習支援業 4 4.3 4.4 
16 医療、福祉 17 18.5 18.9 
17 サービス事業 5 5.4 5.6 
18 公務 0 0.0 0.0 
19 その他 3 3.3 3.3 
 不明・無回答 2 2.2  

 
問２ 事業所区分について、お答えください。 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)% 
1 単独事業所 49 53.3 57.0 
2 本社・本店 36 39.1 41.9 
3 支社・支店・営業所等 1 1.1 1.2 
 不明・無回答 6 6.5  
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